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守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
新
1
号
館
は
、
２
０
１
5
年
の
完
成
に
向
け
計

画
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
紙
前
号
（
第
53
号
）
で
は
、
２
０

１
４
年
の
完
成
を
目
指
す
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
現
１
号
館
解

体
に
向
け
た
既
存
校
舎
改
修
工
事
計
画
の
一
部
見
直
し
に
よ
り
全
体

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
１
号
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
新
1
号
館
建
設
委
員
会
」
で

検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
の
中
核
』
と
す
る
こ
と
に
決
定
。「
豊
か
な
国
際
性
」
と
「
主
体
的

な
行
動
力
」
を
兼
ね
備
え
た｢

真
の
国
際
人｣

育
成
の
た
め
の
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
各
フ
ロ
ア
を
機
能
別
に
区
分
し
、
学
園
の
建
学
の
精
神

で
あ
る
「
全
人
教
育
」
が
感
じ
ら
れ
る
仕
様
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
よ
り
長
く
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
学
生
の
居
場
所
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
学
・

短
大
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
地
域
と
の
協
働
も
念
頭
に
お

き
、
地
域
へ
の
開
放
を
積
極
的
に
行
う
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
る
。
さ
ら

に
、
夏
期
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
屋
上
緑
化
に
取
り
組
む
な
ど
環
境

問
題
に
も
配
慮
す
る
。

　

現
在
、
同
委
員
会
で
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
盛
り
込
ん
だ
詳

細
な
実
施
設
計
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

（
学
園
本
部
経
営
企
画
室
長
　
藤
川
　
博
史
）

国
際
人
と
し
て
成
長
の
機
会
提
供

　

今
年
の
理
事
長
方
針
は
「
真
の
国
際
学
園

実
現
に
向
け　

理
念
、
国
際
性
の
あ
く
な
き

追
求
」
で
す
。
私
は
４
月
よ
り
国
際
交
流
担

当
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
阪
国
際
学
園

の
理
念
実
現
の
た
め
に
は
、
広
く
世
界
で
活

躍
し
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
が
基
本
と
考

え
、「
海
外
留
学
・
研
修
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

目
標
は
、
こ
こ
数
年
海
外
留
学
・
研
修
の

学
生
数
が
1
０
０
人
前
後
で
停
滞
し
て
い
る

の
を
3
年
後
に
は
2
０
０
人
に
拡
大
す
る
事

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
協
定
校
の
拡
充
強
化（
3
月

末
で
38
校
）と
語
学
研
修
先
の
多
様
化
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
の
拡
充
強
化
が
基
本
で
す
。

　

今
年
度
に
入
り
、
理
事
長
・
教
職
員
の
紹

介
・
支
援
も
あ
り
、
9
月
末
で
協
定
校
は
イ
ギ

リ
ス
な
ど
で
4
校
増
え
42
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
欧
州
諸
国
、タ
イ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
豪
州
、
中
国
等
協
定
校
拡

大
に
向
け
精
力
的
に
活
動
中
で
す
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
ア
フ
リ
カ
、
南
米
の
大
学
と
の

交
流
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

去
る
9
月
29
日
枚
方
市
で
、
本
学
も
サ

ポ
ー
ト
し
平
成
4
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
の
エ
セ
ッ
ク
経
済
商
科
大
学
院
大

学
の
交
流
学
生
開
講
式
が
あ
り
ま
し
た
。
仏

学
生
代
表
の
「
異
文
化
を
学
ぶ
喜
び
、
実
際

に
現
地
に
来
て
日
本
の
文
化
の
奥
深
さ
と
美

し
さ
を
学
び
た
い
」
と
い
う
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
が
印
象
的
で
し
た
。

　

本
学
学
生
に
も
異
文
化
を
学
ぶ
喜
び
を
通

し
て
、
国
際
人
と
し
て
成
長
す
る
機
会
を
今

後
も
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
　
窪
田
　
幸
治
）

　
「
お
宅
の
学
生
は
本
当
に
よ
く

が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
」。
毎
年
、
卒

業
生
一
人
を
採
用
し
て
く
れ
る
大

阪
市
に
本
社
が
あ
る
製
菓
会
社
の

社
長
か
ら
お
褒
め
を
い
た
だ
い
た
。

　

有
名
国
立
大
を
卒
業
し
た
人
た

ち
と
比
べ
て
も
、
毎
年
、
営
業
の

成
績
が
い
い
と
い
う
の
だ
。
彼
ら

は
、
必
死
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
つ
け
、
が
ん
ば
っ
て
く
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
、
成
果
を
上

げ
て
い
る
人
は
、
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
「
学
生
時
代
に
も
っ
と

勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と

い
う
。
い
ま
、
が
ん
ば
っ
て
い
て

も
、
過
ぎ
去
っ
た
日
々
が
、
戻
ら

な
い
こ
と
を
実
感
す
る
か
ら
だ
ろ

う
。

　

私
た
ち
、
生
徒
や
学
生
の
教
育

を
預
か
る
人
間
は
、
個
々
の
人
間

の「
や
る
気
」
を
ど
う
や
っ
て
引
き

出
す
か
が
、究
極
の
目
的
だ
ろ
う
。

社
会
に
出
て
後
悔
し
な
い
た
め

に
、
学
生
時
代
に
な
ぜ
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
理
解
し
、

走
り
出
せ
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
と

思
う
。

　

自
分
で
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
初

め
て
気
づ
く
。
そ
れ
が
本
当
の
力

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
気

づ
く
の
は
、
早
い
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
。
ス
タ
ー
ト
を
早
く
切
れ

る
学
校
に
し
て
い
き
た
い
。

T
im

e
 a

n
d
 tid

e
 w

a
it

fo
r n

o
 m

a
n 大

阪
国
際
学
園
　
　

理
事
長  

奥
田  

吾
朗

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
２面　国際交流
３面　地域連携
4面　活躍名鑑
５面　教学ニュース
６面　入試トピックス
７面　就職トピックス

 8面　「ひと」
 「つるし雛」でギネス認定
 国際大６期生
 北野 晃市さん

海
外
へ
羽
ば
た
く
学
生
、

3
年
後
倍
増
目
指
し

大
学
、新
た
に
4
大
学
と
協
定

　大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部は、
執行部体制を一層強化するために、10月1日付け
で、４人の副学長体制を敷きました。これまでの
堀江淳之助副学長が筆頭副学長で、新たに学長補
佐の奥林康司ビジネス学部教授（学事担当）、学
務部長の久保田豊司人間科学部教授（学務担当）、
パナソニック常務役員だった宮本郁夫氏（国際担
当）がそれぞれ副学長に就任しました。
　奥林副学長は、神戸大学時代から経営学会の
重鎮で、日本学術会議等で活躍し、中教審、学
術会議等を中心とした文部科学省などの教学動
向に対応します。
　久保田副学長は、学生の女子ソフトボール全
日本監督を務めたスポーツ指導者で、教学改革
の実行役となります。
　宮本副学長は、企業でアジア市場戦略の主役
を務めた経歴の持ち主で、本学の海外展開戦略
全般を担当します。
　新しい執行部体制で、本学における教学の改
革・改善をさらに一層加速させて参ります。

学長　北川  俊光

４副学長体制

ベトナムの新たな協定校、ダナン大学。ダナン市は、日系企業の進出も盛んで、関西経済連合会も昨年11月に訪問するなど、大阪との交流も活発化している

英国・セントラル・ランカシャー大学の留学生ラウンジ。
本格的な英語コースを有し、各国から学生が集まる

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
新
１
号
館　

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
決
定

大 阪 国 際 学 園 は 、 建 学 の 精 神 であ る「 全 人教 育」を基 礎として、 礼 節を重 んじ、 世 界 に 通じ る 心 豊 かな 人 間を 育成します。

巻 頭 企 画

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

GLOBAL VISION

大学・短大

新規協定校の概要
大学名

1

2

3

4

国名 所在地 交流内容 特記事項

中国 済南
教職員、学生の相互
交流
教育内容の情報交換
学術情報の交換
共同研究

学生の相互交流

韓国 安養

ベト
ナム Danang

イギ
リス Preston

山東女子学院
Shandong Women's 
University

山東省に位置し1952年に設立さ
れた。中国３大公立女子大学の一
つで、学生数8,000人。

ソウル近郊に位置し1977年に設
立された。職業教育に注力してお
り、学生数は6,000人。

西北部のマンチェスター・リバプールに
近く、1992年設立された。英国で６番目
に大きな大学で、学生数は35,000人。

ベトナム中部に位置し、1994年４校が
統合して設立された。学生数96,000人。
近年、関経連とダナン市との交流が盛ん。

大林大学校
Daelim University 
College

ダナン大学
The University of
Danang

University of Central
Lancashire※

※は学生交流に関する協定のみ締結。その他は、教職員の相互交流、教育内容の情報交換、
学術情報の交換、共同研究などが含まれる。



2012年(平成24年)12月20日　(2)【 国 際 交 流 】第54号　GLOBAL  MIND（学報）

①日本語を勉強したいです  
②日本の会社で働きたいです　③本を読むこ
とです

国際コミュニケーション学部国際コミュ
ニケーション学科4年次生（ベトナム）
Nguyen Thuy Minh Tam
（グエン トゥイ ミン タム）

①日本の歴史をもっと詳しく勉強し
たい。日本の昔のお寺や神社、古代遺跡がある所へ行っ
てみたい　②日本語をもっと勉強して母校の教授にな
りたい　③趣味は読書、時々クラリネットやドラム、
ワンピースを見ること。特技は料理が少しできる

①初めて日本に来たのでいろい
ろ学びたい。例えば歴史と料理です　②ニュー
ジーランドでは観光事業を勉強したので、将来
は流暢な英語と日本語を話したい　③太鼓を少
し。好きですがあまり上手じゃない

守口留学生別科（韓国）
朴 美淑
（パク ミスク）

守口留学生別科（チリ人、でも
ニュージーランドから来ました）
Marquez Bernal, Tania Xiomara
（マルケス ベナルド・タニア シオマラ）

①日本語はもちろん、日本の文
化や日本人の性格なども学びたい　②機会があ
れば、日本で就職したい　③小学校から高校３
年生までバドミントンをやっていました。英語
もある程度できます　④日本に来て、色々な人
と出会って、自分の考え方も変わってきました

ビジネス学部経営デザイン学科
３年次生（インドネシア）
Adrian Widhardjo
（アドリアン ウィダルジョ）

国際大では、さまざまな国の留学生が学び、
在学生たちにとっても異文化を学ぶいい機会
となっています。卒業後は、国際大で学んだ
グローバルマインドを糧に、母国と日本の架
け橋となって活躍してくれることでしょう。
そんな留学生たちの中から今号では７人を紹
介します。（コメント　①日本で学びたいこ
と、やってみたいこと　②将来の夢や目標　
③趣味・特技　④自己ＰＲやひとこと）

お詫びと訂正
第53号でご紹介した韓　セミさんのふりがな
に下記の誤りがありました。お詫びし訂正い
たします。
誤：カン　→　正：ハン

①ボランティア活動に参加して、日本人の団
体の意義を身につけたい。日本人のようにまじめな人になりたい　②
証券アナリスト。世界一周旅行　③料理、音楽、アニメなど　④私は
遊ぶかご飯かずっと喋るようなちょっとうるさい女の子です。みんな
と友達になりたいので、もしよかったら、絶対連絡してください

ビジネス学部経済ファイナンス
学科２年次生（中国）
徐 陽
（ジョ ヨウ）

①経済の勉強だけではなく、もっと成長したい。ア
ルバイトなども通し、日本という異文化を身につけたい　②日本の企業に就職
し、積み重ねた経験を活かしてチャンスが訪れればベトナムで会社を設立したい  
③日本の観光地を巡ること　④私の性格は人より良いところがないが、あるの
は笑顔と気遣い。他人に対して精一杯優しく接し、話し合うのは良い点です

ビジネス学部経済ファイナンス
学科３年次生（ベトナム）
Nguyen Thi Trang
（グェン ティ チャン）

①日本語能力を身に付けて、
視野を広げたい　②もう一度日本に来て、大
学院で勉強したい　③ピアノ　④色んな外国
語に興味があって、異文化との交流が好き

枚方留学生別科
（中国）
周 芳伊
（シュウ ホウイ） 大学留学生紹介

本学への留学生たち

国
際
派
目
指
す
学
生
に
新
た
な
道

　

日
本
に
と
っ
て
も
記
録
に
残
る
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
２
０
１
２
年
、
そ
の
１1
月
に
本
学

ＵＣＬＡＮと協定校

英の公立大学
は
イ
ギ
リ
ス

の
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ラ
ン
カ

シ
ャ
ー
大

学
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
と
交

流
協
定
を
結

び
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｎ
は
新
し

い
協
定
校
と

し
て
仲
間
入

り
し
ま
し

た
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ギ
リ
ス
西
北

部
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
州
の
州
都
プ
レ
ス

ト
ン
市
に
あ
り
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

や
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
生
ま
れ
た
街
リ
バ

プ
ー
ル
ま
で
電
車
で
１
時
間
圏
内
の

距
離
に
あ
り
ま
す
（
ロ
ン
ド
ン
ま
で

は
電
車
で
２
時
間
半
）。
プ
レ
ス
ト

ン
市
は
新
し
い
街
で
す
が
、
港
町
で

も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
田
園
風
景
や

留
学
生
の
た
め
の
英
語
授
業
の
風
景
。
な
ご
や
か
で
楽
し
そ
う

湖
も
あ
る
落
ち
着
い
た
街
で
も
あ
り

ま
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
創
設
は
１
９
９
２

年
で
す
が
、
起
源
は
１
８
２
８
年
に

遡
る
公
立
の
大
学
で
、
約
３
万
２ 

０
０
０
人
（
学
部
約
２
万
８
０
０
０

人
、
大
学
院
約
４
０
０
０
人
）
の
学

生
が
、
芸
術
、
自
然
科
学
、
社
会
科

学
、
人
文
科
学
、
医
学
な
ど
の
コ
ー

ス
を
学
ぶ
一
方
、
１１
の
研
究
分
野
で

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
大
学
と
し
て
も

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
育
環
境
や
施
設
面
で
も
近
年

充
実
化
を
計
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
学
ぶ
留
学
生
は

２
０
０
０
人
を
超
え
て
お
り
、
世
界

の
大
学
と
の
交
流
協
定
も
１
０
０
に

達
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

Ｎ
と
本
学
の
間
に
結
ば
れ
た
協
定

は
、
学
生
の
交
流
を
促
進
す
る
も
の

で
、
本
学
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
交
換

留
学
の
道
を
拓
く
も
の
で
す
。

　

本
学
か
ら
の
留
学
の
中
心
と
な
る

の
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
英
語
コ
ー

スInternational F
oundation 

P
rogram

m
e in A

cadem
ic 

English(

Ｉ
Ｆ
Ｐ)

で
、
期
間
は

９
月
か
ら
の
半
年
ま
た
は
１
年
、
授

業
料
免
除
で
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｎ
寮
に
住
ん

で
留
学
生
活
を
送
り
ま
す
。
Ｉ
Ｆ
Ｐ

の
目
標
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
や
大

学
院
へ
入
学
で
き
る
英
語
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
す
か
ら
、
入
学
時
に

一
定
レ
ベ
ル
の
英
語
力
が
求
め
ら

れ
、
授
業
も
厳
し
い
で
し
ょ
う
が
、

将
来
国
際
派
を
目
指
す
学
生
に
と
っ

て
夢
を
か
な
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な

る
は
ず
で
す
。
ま
た
さ
ら
に
英
語
ス

キ
ル
に
秀
で
た
学
生
に
は
よ
り
高
度

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数
用
意
さ
れ
て

お
り
、
交
換
留
学
生
と
し
て
留
学
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　

課
長
代
理

　

松
岡　

泰
司)

教育環境、施設も充実

授業料免除で寮生活
本格的な英語コース

奥
田
政
三
教
育
・
研
究
基
金

未
来
へ
は
ば
た
く
奨
学
生

黒
田
　
美
恵
さ
ん

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

２
年
次
生

協
定
校　

中
国　

東
北
大
学
に
交
換

留
学
中
（
’１2
年
８
月
２4
日
か
ら
’１3
年

７
月
中
旬
ま
で
の
予
定
）

　

私
は
中
国
・
遼
寧
省
の
東
北
大
学

に
留
学
し
て
い
ま
す
。
留
学
し
て
か

ら
日
本
と
中
国
の
関
係
は
良
い
と
は

言
え
な
い
状
態
に
な
り
、
中
国
で
は

日
本
大
使
館
の
周
辺
で
反
日
デ
モ
が

あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
日
本
人
に
対

す
る
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
拒
否
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
と
言
わ
な
け

れ
ば
ほ
ぼ
大
丈
夫
で
す
。

　

留
学
し
て
か
ら
は
日
本
人
が
少
な

く
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
国
人

は
も
ち
ろ
ん
韓
国
人
や
ロ
シ
ア
人
、

ア
メ
リ
カ
人
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な

国
の
留
学
生
と
中
国
語
で
交
流
を
し

て
い
く
う
ち
に
不
安
も
な
く
な
り
、

自
分
の
中
国
語
が
留
学
前
と
違
い
成

長
し
た
と
毎
日
思
い
ま
す
。
授
業
も

先
生
の
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
の
生
活

が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
積
極
的
に
中
国

語
を
話
し
て
い
き
、
友
達
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
。

伊
奈
岡
　
政
大
さ
ん

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

２
年
次
生

協
定
校　

香
港
中
文
大
学
に
交
換
留

学
中
（
’１2
年
９
月
３
日
か
ら
’１3
年
５

月
２４
日
ま
で
の
予
定
）

中
国
語
で
交
流
　

友
達
増
や
し
た
い

留
学
の
楽
し
さ
　

大
い
に
満
喫
中
…

留
学
生
活
に
も
慣
れ
、
友
達
と
楽
し
い
食
事
。

（
黒
田
さ
ん
　
右
）

クラブ活動のサッカーで優勝。
笑顔の伊奈岡さん

　

私
は
香
港
に
あ
る
香
港
中
文
大
学

へ
約
１
年
間
、
中
国
語
を
学
び
に
留

学
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
中
国
語

の
授
業
で
は
、
先
生
は
中
国
語
と
英

語
の
み
を
使
い
授
業
を
す
る
の
で
と

て
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何

回
も
授
業
を
受
け
て
い
る
と
、
耳
が

中
国
語
に
慣
れ
、
あ
る
程
度
聞
き
取

れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
香
港
中
文
大
学
に
は
合
わ
せ

て
８
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
り
学
生
達

は
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
所
属

し
、
各
カ
レ
ッ
ジ
対
抗
で
ク
ラ
ブ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
自
分
の

カ
レ
ッ
ジ
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
１０
月
の
中
旬

に
大
会
が
あ
り
、
そ
の
大
会
で
は
私

の
カ
レ
ッ
ジ
が
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
写
真
は
そ
の
時
の
も
の

で
す
。

　

留
学
し
て
か
ら
早
く
も
２
ヵ
月
が

経
と
う
と
し
て
お
り
生
活
に
も
だ
い

ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
各
国
の
留
学

生
や
地
元
の
学
生
達
に
も
友
達
が
で

き
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

 

20
ヵ
国
55
都
市

留
学
へ
“
研
修
”

初
企
画
、
積
極
的
参
加
を

国際交流
センター

　

今
年
で
２
回
目
と
な
っ
た
東
北
亜

観
光
学
会
大
学
生
国
際
発
表
大
会
が

８
月
２３
日
、
韓
国
全
羅
北
道
全
州
市

の
全
州
大
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
・
韓
国
の
１６
大
学
か
ら
４６

チ
ー
ム
１
４
６
人
が
参
加
し
て
、
観

光
を
学
ぶ
ア
ジ
ア
の
学
生
た
ち
が
、

「
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
７
つ
の
分

科
会
会
場
に
わ
か
れ
て
熱
心
に
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
渡
邉
公
章
准
教
授
の
ゼ
ミ
は

「
若
者
の
温
泉
地
に
対
す
る
意
識
調

査
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
。
４
月
に
日

本
全
国
で
上
映
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
温
泉
に
ま
つ
わ
る
映
画
「
テ

ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」の
公
開
を
機
に
、

日
本
の
温
泉
地
に
、
若
者
は
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の

キ
ッ
ク
オ
フ
ウ
ィ
ー
ク
」
と
銘
打
っ

て
２
週
間
（
10
月
１
日
～
12
日
）
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
積
極
的

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

３
社
に
よ
る
留
学
体
験
報
告
や
個

別
相
談
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
対
策
講
座
、
大
学
の
海
外
プ
ロ
グ

ラ
ム
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、

目
標
を
し
っ
か
り
持
っ
て
相
談
す
る

学
生
、
ま
ず
は
相
談
だ
け
と
い
う
学

生
な
ど
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
延
べ

１
４
０
人
の
学
生
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
他
の
短
期
研
修
と

同
様
に
奨
学
金
支
給
が
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
24
年
度
は
20
人
、
25
年

度
は
40
人
）

　

国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
第
一

歩
と
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　

谷
口　

勝
浩)

考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
識
調

査
を
行
っ
て
分
析
し
た
結
果
を
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
ま
と
め
か
ら
、
こ
れ
ま

で
日
本
の
観
光
の
中
心
的
な
役
割
を

担
い
、
日
本
の
文
化
を
発
信
し
て
き

た
温
泉
地
は
、
今
後
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
、
具
体
的
な
案
を
ゼ
ミ
で

議
論
し
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

映
画
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
は
、
イ

タ
リ
ア
で
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
い

ま
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
日
本

の
文
化
の
象
徴
と
も
い
え
る
温
泉
地

に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
運
を
、
外
国

人
観
光
客
の
震
災
後
の
誘
致
に
も
繋

げ
た
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
、
先
輩
た
ち
は
優
秀
賞
（
清

州
市
市
長
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
に
お
い
て
は
、
学
会
は
、
発

表
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
チ
ー
ム
す
べ
て

を
奨
励
賞
と
し
て
評
価
し
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
今
回
の
研
修
旅
行
で

は
懇
親
会
を
通
じ
て
、
現
地
学
生
や

他
大
学
生
と
お
お
い
に
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
私
た
ち
の
活
動
に
も
、
大
い
に

役
に
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
い
ま
、
日
本
と
韓
国
は
、
領
土

問
題
で
政
治
的
に
非
常
に
大
き
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
若

者
が
、
観
光
に
よ
る
民
間
外
交
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
両
国
の
文
化
交
流

の
橋
渡
し
に
な
る
と
信
じ
る
か
ら
で

す
。

　

来
年
も
、
後
輩
達
が
こ
の
大
会
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
国
際
交
流
を
続

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

３
年
次
生　荒

井　

雄
太
、
玉
川　

太
一)

　

大
学
・
短
大
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
海
外
留
学
を
専
門
と
す
る
３

社
（
Ｅ
Ｆ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク
、
オ
セ
ア
ニ
ア

交
流
セ
ン
タ
ー
）
の
協
力
の
下
、
１

人
か
ら
で
も
参
加
が
で
き
、
海
外

20
ヵ
国
55
都
市
に
派
遣
で
き
る
新
研

修
で
あ
る
「
海
外
チ
ャ
レ
ン
ジ
研

修
」（
仮
）
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ

し
て
多
く
の
学
生
に
海
外
雄
飛
を
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
「
海
外
留
学

か
、
ま
た
、
本
学
の
外
国
人
留
学
生

は
日
本
の
温
泉
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

若
者
の
温
泉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や

外
国
人
観
光
客
と
な
る
留
学
生
ら
の

意
向
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

休み時間を利用して海外留学などの説明を行う
「海外留学キックオフウィーク」の様子

今
後
、
日
本
の
温
泉
地
は
…

韓
国
で
東
北
亜
観
光
学
会

国
際
コ
ミ 

渡
邉
ゼ
ミ
生 

調
査
結
果
を
発
表議論を重ねて無事発表、奨励賞を手に笑顔の学生 

たち

�
�
�
�



2012年(平成24年)12月20日(3) 第54号　GLOBAL  MIND（学報） 【 地 域 連 携 】

　

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
開
設
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
７
月
14
日
に
開
き
ま
し
た
。
来
場
者

は
、
学
内
外
あ
わ
せ
て
約
１
３
０
人
で
、
会
場

は
、
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

地
域
活
動
の
成
果 

熱
く
語
る

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

���������

���������

地域協働センター開設 記念シンポジウム

地
域
と
大
学
の
あ
ら
た
な
連
携
・
協
力
の
可
能
性
が
、提
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
７
月
14
日
）

遠方から参加、〝協働＂に高い関心

新たな可能性や指針
連携・協力 さらに発展へ

　

堀
江
淳
之
助
副
学
長
の
開
会
挨

拶
を
皮
切
り
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
一

部 

学
生
に
よ
る
地
域
活
動
の
成
果

発
表
、
学
生
の
口
頭
発
表
者
は
５

人
、
そ
れ
ぞ
れ
10
分
と
い
う
短
い
時

間
の
中
に
、
地
域
活
動
で
得
た
経
験

を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
第
二
部
に
お
い
て
は
、
学
内

外
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
に
よ

る
知
識
・
経
験
に
基
づ
い
た
、
地
域

と
大
学
の
あ
ら
た
な
可
能
性
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
地
域
協
働

セ
ン
タ
ー
活
動
の
指
針
づ
く
り
に
役

立
つ
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
前
に
は
ポ
ス
タ
ー
発
表
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
15
チ
ー
ム

（
個
人
参
加
含
む
）
が
参
加
し
、
守

口
・
枚
方
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
達

に
よ
る
地
域
活
動
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
パ
ネ
ル
討
議
等
の
内
容

を
ま
と
め
た
「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー

開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
」

を
現
在
編
集
中
で
、
参
加
者
・
関
係

団
体
に
ご
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

来
場
者
は
、
守
口
・
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
近
郊
の
行
政
関
係
の
方
々
、
各

種
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
の
方
々

ま
た
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
住
民

の
方
々
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
遠

く
は
広
島
県
、
鳥
取
県
、
東
京
都
か

ら
の
参
加
も
あ
り
、
地
域
協
働
へ
の

皆
様
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
大
変
積
極
的

な
意
見
を
い
た
だ
き
、
ま
た
大
学
と

地
域
と
の
連
携
・
協
力
が
今
後
も
発

展
し
て
い
く
よ
う
、
地
域
協
働
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
課
題
も
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
学
生
達
の

積
極
的
な
地
域
活
動
を
今
後
も
継
続

さ
せ
、
地
域
と
の
絆
（
き
ず
な
）
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
土
台
づ
く

り
を
こ
の
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
の
使

命
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
長　世

戸　

俊
男)

2012年4月～2012年10月
4月
大　学　�枚方キャンパス地域住民とともにまちづくりの横断幕（スローガン）

を設置
大　学　�「ひと・まち・であう」プロジェクト、学内お花見会・地域住民の

協働で防災マップ作成
滝　井　内環クリーンACTに参加、『広報もりぐち』に掲載
大学・短大　�春の全国交通安全運動関連イベント「自転車マナーアップキャ

ンペーン」に守口キャンパス体育会11人がボランティア参加
滝　井　吹奏楽部、守口市交通安全市民大会に出演
大学・短大　�ボランティア研究会、門真市立小学校、門真市生涯学習部地

域教育文化課へ19回派遣（～10月）・寝屋川市地域振興課へ
39回派遣指導補助

大学・短大　�枚方体育協会へ「スポーツクラブ」指導のため20回派遣（～
10月)

5月
大　学　�「ひと・まち・であう」プロジェクト、小学生と田植え・「茶摘み体

験」参画
大　学　第8回朝市
大学・短大　ラグビーフェスティバル
大　学　「枚方スマイルプロジェクト」始動―苗作り―
大学・短大　ボランティア研究会、伊丹市自然学校に協力
6月
大　学　�寝屋川市立産業振興センターのテーマ公募型セミナーでスポーツ

行動学科の井上芳光教授が講師
大　学　�「ひと・まち・であう」プロジェクト、“ふれあいフェスタ”運営・築

250年酒蔵を活用した地域活性化に参加・中山道宿場町活用の地
域活性化に挑戦

大学　　�「ひと・まち・であう」プロジェクトがＮＰＯ法人政策マネジメント研
究所賞受賞し、学長表彰

大　学　�女子ソフトボール部、枚方津田高校・枚方なぎさ高校チームに技
術指導

大学・学園　�教員採用試験合格をめざす公立学校在職者と本学学生を対象
に「教志塾」を開催

7月
短　大　「東北地方太平洋沖地震被災地・地域活動」報告会
大学・短大　�「ひと・まち・であう」プロジェクトとボランティア研究会、七

夕伝説のイベントに参加
大　学　第９回朝市
大　学　�「菅原東校区　夏祭り」に「ひと・まち・であう」プロジェクトメンバー

が協力
短　大　大久保中学校区地域共催イベント 2012
滝　井　春日カーニバルに放送部、軽音楽部、ダンス部が参加
8月
大　学　京都府南山城村「学生交流センターの設立」始動
大学・短大　枚方まつりの運営に約100人の学生が協力
滝　井　吹奏楽部　今市商店街パレード
滝　井　軽音楽部　柳町園お誕生会演奏
大　学　�「全国大学政策フォーラム in 登別」で法律政策学科の学生が挑戦
大　学　スポーツ行動学科「サマースクール2012」
9月
大学・短大　第4回被災地ボランティア派遣
滝　井　吹奏楽部がさくら苑老人ホームで演奏
大　学　�「ひと・まち・であう」プロジェクト、地域の防災訓練運営・鳥取

県智頭町で南山城村プロジェクトとともに政策提言
大学・短大　�競技チア＆エアロビック部、MORI-KADOあきないフェスタ

2012に出演
大学・短大　�「産学連携オープンセミナーin　京都」で大学国際コミュニケー

ション学部・短大ライフデザイン総合学科セミナーコラボ企画
を発表

大　学　産学連携ミニプロジェクトⅡこどものスポーツ教室後期開始
大学・短大　�寝屋川市池の里市民交流センター「運動会で一番になろう」

講座に陸上競技部協力
10月
大学・短大・滝井　�ハッピーフェスティバルに大学競技チアリーディング＆エ

アロビック部、高校吹奏楽部・軽音楽部が出演
大学	 枚方の里山・穂谷の収穫祭で学生がボランティア	

地域連携の取り組み

「包括連携協定」結ぶ

地域活性や人材育成へ

　

門
真
市
と
大
阪
国
際
学
園
は
、
９

月
３
日
に
、
地
域
全
体
の
教
育
力
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
学
生
の
若
い

力
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
、
人
材
養
成
を
目
的
と

し
た
「
包
括
連
携
協
定
」
を
結
び
ま

し
た
。

　

守
口
キ
ヤ
ン
パ
ス
は
、
門
真
市
、

様
々
な
絆
・
結
び
付
き
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
協
定
締
結
に
よ
り
、

組
織
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
が

活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー)

守
口
市
に
隣
接
し
80
年
の
歴
史
を
市

民
・
学
生
と
共
に
送
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
歴
史
プ
ロ
セ
ス
で
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
数
多
く
あ
り
、
社
会
状
況

は
変
化
し
ま
し
た
が
、
変
化
し
な
い

の
は
、「
ひ
と
」
の
営
み
で
大
切
な

の
は
、「
ひ
と
」
と
「
ひ
と
」
と
の

門
真
市
と
学
園

さらなる連携を誓い固く握手をかわす、園部一成門
真市長(右)と奥田吾朗理事長

特技や趣味生かし
中高生と交流の場

寝屋川市でボランティア研

学生たちによる「ちょこっと講座」、中高生らとなごやかに…

大
学
・
短
大　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
部
長

（
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
３
年
次
生
）

　

森　

友
貴
恵

　

寝
屋
川
市
の
「
青
少
年
の
居
場
所

～
ス
マ
イ
ル
～
」
は
、
市
内
在
住
・

在
学
の
青
少
年
が
年
齢
に
関
係
な
く

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
・
相

談
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
平
成

24
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究

会
の
部
員
の
多
く
が
、
寝
屋
川
市
教

育
委
員
会
地
域
教
育
振
興
課
の
事
業

で
あ
る「
寝
屋
川
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ユ
ー

ス
ク
ラ
ブ
」に
登
録
し
、「
ス
マ
イ
ル
」

オ
ー
プ
ン
の
と
き
か
ら
ス
タ
ッ
フ
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、「
ス
マ
イ
ル
」
の

利
用
者
と
昔
遊
び
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
で
遊
ん
だ
り
、
ワ
イ
ワ
イ
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
で
、
部
屋
の
飾

り
つ
け
や
ポ
ッ
プ
を
作
る
な
ど
の
作

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。他
に
も「
ち
ょ

こ
っ
と
講
座
」
を
自
主
運
営
し
、
ギ

タ
ー
講
座
や
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
、
プ
ラ
バ
ン
作
り
な
ど
、
特
技
や

趣
味
を
活
か
し
て
、
中
高
生
と
関
わ

る
時
間
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
大
学
や
専
門
学
校
の
ユ
ー
ス

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
、
ス
マ

イ
ル
を
よ
り
良
い
居
場
所
に
す
る
た

め
に
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ら
か
た
ま
つ
り
」

　
軽
快
な
サ
ー
ビ
ス

　
交
流
の
場
を
提
供

軽
音
楽
部
ス
テ
ー
ジ
運
営

野
房
さ
ん
の
作
品
が

 

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
採
用

復
活
・
京
阪
の「
び
わ
こ
号
」

 

８
月
25
日
、
夏
の
盛
り
に
、
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
軽
音
楽
部
40
数
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ひ
ら
か
た
ま

つ
り
の
会
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
枚
方

市
役
所
別
館
駐
車
場
の
ス
テ
ー
ジ

を
、
ま
る
一
日
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま

し
た
。
部
員
た
ち
に
と
っ
て
は
、
炎

天
下
で
の
ス
テ
ー
ジ
で
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
十
分
に
枚
方
市
民
と

子
ど
も
た
ち
に
軽
快
な
サ
ー
ビ
ス
と

交
流
の
機
会
を
提
供
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
枚
方
６
大
学
関
係
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
も
、
演
奏
の
機
会
を
共
有

す
る
事
が
で
き
、
満
足
な
ス
テ
ー
ジ

活
動
を
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
国
際
大
軽
音
楽
部
の
女

子
チ
ー
ム
が
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
演

奏
・
演
技
し
、
観
客
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
大
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
暑
い

暑
い
夏
を
忘
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

（
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー)

　

寝
屋
川
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
が
企

画
し
た
京
阪
電
鉄
、
復
活
「
び
わ
こ

号
」
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
ひ
と
つ

に
、
現
代
社
会
学
部
情
報
デ
ザ
イ
ン

学
科　

森
友
令
子
講
師
の
セ
ミ
ナ
ー

か
ら
応
募
し
た
４
点
中
、
野
房　

智

大
さ
ん
作
「
過
去
か
ら
未
来
へ
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
京
阪
本
線
を
通
常
運

行
す
る
電
車
に
、（
10
月
中
旬
か
ら

25
年
３
月
）
他
の
参
加
校
の
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
と
と
も
に
前
後
に
取
り

付
け
ら
れ
る
他
、
京
阪
電
鉄
や
寝

屋
川
市
の
イ
ベ
ン
ト
（
京
阪
フ
ァ

ミ
リ
―
レ
ー
ル
・
フ
ェ
ア
、
京
阪

な
に
わ
橋
駅
Ｂ
１
な
ど
）
で
展
示

さ
れ
ま
す
。

復
活
「
び
わ
こ
号
」
前
面
に
取
り
付
け
ら
れ
た

野
房
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
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ロ
ン
ド
ン
五
輪
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
日
本
の
２８
年
ぶ
り
の
銅
メ
ダ

ル
獲
得
に
貢
献
し
た
滝
井
高
校
卒
業
の
山
口
舞
選
手
の
報
告
会
が
、
夏

空
が
戻
っ
た
９
月
１９
日
午
前
、
同
校
体
育
館
３
階
で
開
か
れ
た
。
Ｖ
・

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
に
所
属
す
る
山
口
選
手
は
赤
を

基
調
に
し
た
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
銅
メ
ダ
ル
を
首
に
か

け
、
監
督
の
河
本
昭
義
さ
ん
と
姿
を
見
せ
、
全
校
生
を
は
じ
め
、
同
窓

会
、
後
援
会
、
そ
れ
に
地
元
の
ひ
ま
わ
り
保
育
園
児
ら
約
８
０
０
人
か

ら
祝
福
を
受
け
た
。

夢と感動をありがとう!
　

吹
奏
楽
部
が
「
真
夏
の
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｓ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
」
を
演
奏
、
全
員

が
起
立
し
て
拍
手
す
る
中
、
山
口
選

手
と
河
本
監
督
が
入
場
。
会
は
、
生

徒
会
長
の
深
江
可
那
子
さ
ん
の
司
会

で
始
ま
っ
た
。
校
歌
を
斉
唱
の
後
、

奥
田
吾
朗
理
事
長
が
、
銅
メ
ダ
ル
を

祝
福
し
た
あ
と
「
山
口
さ
ん
は
毎

日
、
少
し
ず
つ
練
習
し
て
夢
に
向

か
っ
た
。
そ
れ
が
世
界
に
通
じ
た
の

で
す
。
い
い
お
手
本
が
い
ま
み
な
さ

ん
の
目
の
前
に
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
力
を
持
っ
て

い
る
の
で
す
」
と
生
徒
ら
に
可
能
性

が
あ
る
と
励
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
の
才
崎
哲

次
監
督
が
二
人
を
紹
介
。
山
口
選
手

が
高
校
入
学
時
に
は
特
に
目
立
っ
た

選
手
で
な
か
っ
た
と
し
な
が
ら
、「
本

人
の
負
け
ん
気
と
努
力
で
、
日
本
で

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ

た
選
手
に
な
っ
た
」
と
紹
介
し
た
。

河
本
監
督
は
、
山
口
選
手
が
試
合
で

ベ
ン
チ
に
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ

銅メダルを胸に「高い夢や目標を持って挑戦してく
ださい」と後輩たちに熱い思いを伝える山口選手

ロンドン五輪
バレーボールで〝銅〟 山口 舞選手 報告会

て
も
、
い
や
な
顔
な
ど
し
た
こ
と
が

な
い
、
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披

露
し
た
。

　

山
口
選
手
は
「
皆
さ
ん
の
応
援
が

大
変
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
中
学
で
全
国
大
会
に
出
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
に
、
才
崎
先
生
か
ら
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
滝
井
に
来
て

な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
に
は

な
っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
み

な
さ
ん
も
高
い
夢
や
目
標
を
持
っ

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
」
と
励
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
生
徒
会
副
会
長
の
野

上
遥
夏
さ
ん
が
、
生
徒
を
代
表
し
て

山
口
選
手
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

―
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
特
に
気
を
つ

け
た
こ
と
は
。

　
「
気
負
わ
な
い
で
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
一
日
一
日
積
み
重
ね
ま
し

た
」

―
―
夢
の
舞
台
で
メ
ダ
ル
を
取
っ
た

と
き
の
気
持
ち
は
。

　
「
メ
ダ
ル
が
夢
だ
っ
た
の
で
、
う

れ
し
か
っ
た
。
表
彰
台
で
は
、
こ
れ

ま
で
が
ん
ば
っ
た
練
習
の
こ
と
と

か
、
お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
の

こ
と
が
思
い
浮
か
ん
だ
」

―
―
緊
張
し
た
時
に
は
ど
う
し
ま
す

か
。

　
「
試
合
前
に
は
対
戦
相
手
の
映
像

を
見
て
研
究
す
る
。
試
合
中
に
緊
張

し
た
時
は
深
呼
吸
し
ま
す
」

　

続
い
て
、
中
田
碩
也
校
長
が
山
口

選
手
に
「
生
徒
や
私
た
ち
学
校
関
係

者
に
感
動
、
勇
気
、
夢
、
希
望
を
あ

た
え
て
い
た
だ
い
た
」
と
感
謝
状
を

読
み
上
げ
た
。
ま
た
、
生
徒
会
会
計

の
松
尾
弥
幸
さ
ん
か
ら
花
束
が
、
同

窓
会
・
撫
子
会
の
玉
置
晴
子
会
長
か

ら
記
念
品
の
フ
ォ
ト
プ
レ
ー
ト
が
贈

ら
れ
、
山
本
信
子
後
援
会
長
と
飯
田

昌
弘
副
校
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝

い
金
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

山
口
選
手
か
ら
も
、
ひ
ま
わ
り
幼

稚
園
児
の
代
表
に
サ
イ
ン
入
り
ボ
ー

ル
、
生
徒
に
は
サ
イ
ン
入
り
色
紙
が

抽
選
で
２０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
。

　

最
後
に
吹
奏
楽
部
が
「
喜
び
へ
歩

き
だ
せ
」
を
演
奏
。
山
口
選
手
と
河

本
監
督
は
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
い
中

で
会
場
を
後
に
し
、
約
４０
分
の
報
告

会
を
終
え
た
。

全校生、同窓生ら800人が祝福

「皆さんの応援力に」
〝努力〟世界に通じた

︱ 

滝
井
高
校
卒 

︱

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア　

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
所
属

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
初
挑
戦

９
４
５
点
の
高
得
点

劉　

欣
欣
（
リ
ュ
ウ　

キ
ン
キ

ン
）
さ
ん

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン

学
科
４
年
次
生

▽
今
年
５
月
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に

初
挑
戦
し
、

９
９
０
点
満
点

中
９
４
５
点
と

い
う
高
得
点
を
取
得
し
た
。
中
国
青

島
出
身
。

し
た
。
大
学
の
課
外
活
動
奨
励
者
表

彰
の
こ
と
を
知
り
、
勇
気
を
だ
し
て

挑
戦
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
受
験
で

こ
の
点
数
に
は
自
分
で
も
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
問
題
数
が
と
て

も
多
く
、
集
中
力
と
体
力
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
問
題
を
速
く
解
け
る

よ
う
に
、
基
礎
の
強
化
、
時
間
を

区
切
っ
た
集
中
練
習
な
ど
が
お
勧

め
で
す
。
さ
ら
に
、
間
違
っ
た
と
こ

ろ
や
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
全
部

チ
ェ
ッ
ク
し
、
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
知
識
を
整
理
し
た
の
が
良
か
っ

た
で
す
。

　

将
来
は
英
語
と
日
本
語
を
活
か
せ

る
仕
事
に
就
き
た
い
。
特
に
教
師
か

通
訳
者
に
な
り
た
い
で
す
。」

将
来
、
教
師
か
通
訳
者
に
…

“一人ひとりがチームの為に”をモットーに全員で勝ちとった準優勝！

　

私
た
ち
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

は
、
８
月
に
行
わ
れ
た
第
４４
回
西
日

本
大
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会(

西
日
本
イ
ン
カ
レ)

に
お
い

て
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
思
う
よ
う

な
結
果
が
残
せ
ず
、
な
ぜ
リ
ー
グ
戦

で
負
け
た
の
か
、
ど
う
し
た
ら
勝
て

る
の
か
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
合

い
、
自
分
た
ち
で
練
習
の
内
容
を
考

え
、
西
日
本
イ
ン
カ
レ
に
向
け
て
練

習
試
合
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
部
員
４５
人
全
員
で
臨
み

ま
す
が
、
試
合
に
出
る
の
は
１０
人
、

ベ
ン
チ
に
は
２５
人
し
か
入
れ
ま
せ

ん
。
ベ
ン
チ
の
外
に
い
る
選
手
た
ち

の
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
そ
し
て
、
こ
の
大
会
で
は

“For the team

”、“
一
人
ひ
と
り

が
チ
ー
ム
の
為
に
”
を
モ
ッ
ト
ー
に

掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
徹
底
し
た
こ
と
が
準
優
勝
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
勝
利
に
は
、
沢
山
の
先
輩
方
や
周

り
の
方
の
応
援
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

部
員
一
同
は
、
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
、
継
続
す
る
こ
と
が
結
果
に
繋
が

る
こ
と
を
西
日
本
イ
ン
カ
レ
の
大
会

で
学
び
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か

し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

(

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部　

�

キ
ャ
プ
テ
ン　

松
木　

あ
ゆ
み)

大学女子ソフト 準優勝
西日本インカレ

部員45人全員が一丸…

（
別
途
記
事
掲
載
は
省
略
。
敬
称
略
）

大
学
・
短
大

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

・
６
／
３０　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ　

６
位

・�
８
／
２６　

北
山
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
大

会 
３
位 

・�

９
／
８
～
９　

天
竜
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
大

会
６
位

陸
上
競
技
部

・�

６
／
２２
～
２４　

日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人

選
手
権
大
会
出
場　

女
子
３
０
０
０
ｍ
Ｓ

Ｃ 

高
橋
由
佳(

ス
ポ
行
３)
▽
砲
丸

投 

中
野
江
里
子
（
同
）

競
技
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
部

・�

９
／
１６　

関
西
ス
ポ
ー
ツ
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
競
技
大
会　

Ｏ
Ｈ
Ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
１
２ 

優
秀
賞
（
準
優
勝
）

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

６
／
１６
・
１７　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
大
阪
府
予

選
４
強
リ
ー
グ
戦
全
勝
優
勝

・�

８
／
６　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
１
回
戦
敗
退

・�

７
／
２６　

近
畿
高
校
優
勝
大
会　

優
勝

(

１１
年
振
り
５
回
目)

・�

９
／
２　

近
畿
６
人
制
総
合
選
手
権
大

会 

３
位

・
１０
／
６　

国
体
出
場　

２
回
戦
敗
退

軽
音
楽
部

・�

８
／
１７　

W
e A

re Sneaker A
ges

予

選
会　

優
秀
校
賞
、
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
出

場
権
獲
得
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

・�
６
／
１０　

団
体
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲

得
。
野
涯
な
つ
き（
３
）フ
ル
ー
レ
個
人
、

サ
ー
ブ
ル
個
人
出
場

・�

８
／
３　

野
涯　

サ
ー
ブ
ル
予
選
通
過
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
敗
退

吹
奏
楽
部

・�

７
／
２６　

大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北

地
区
大
会　

金
賞

・�

８
／
１０　

大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル 

銀
賞

大
和
田
中
・
高
校

美
術
部

・�

７
／
２４
～
２９　

大
阪
私
学
美
術
展
優
秀
賞

〈
高
校
部
門
〉
北
川
美
海
（
３
）
▽
木
下

優
花（
１
）〈
中
学
部
門
〉井
田
沙
霧（
３
）

大
和
田
高
校

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・�

10
／
１3　

大
阪
高
校
総
体
（
団
体
）
リ
ー

グ
戦　

優
勝

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・�

５
／
１２　

近
畿
大
会
個
人
戦　

２
回
戦
敗

退　

大
西
健
太
（
３
）・
柴
山
陽
向
（
３
）

・
８
／
２１　

大
阪
私
立
総
体
団
体
３
位

・�

10
／
13　

大
阪
高
校
総
体
（
団
体
）
リ
ー

グ
戦　

優
勝

・�

10
／
17　

中
央
大
会
ベ
ス
ト
16
、
近
畿
イ

ン
ド
ア
出
場
権
獲
得　

山
本
雄
大
（
２
）・

前
川
和
摩
（
２
）

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

４
／
２９　

北
河
内
春
季
大
会　

優
勝
（
３４

季
連
続
３４
回
目
）

・�

７
／
２７　

大
阪
中
学
校
優
勝
大
会
ベ
ス
ト

８
・�

８
／
３０　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
中
学
バ
レ
ー
北
選
抜
代
表
メ
ン

バ
ー　

高
屋
舗
佳
世
（
３
）

・
９
／
１６　

北
河
内
秋
季
大
会　

優
勝

・�

９
／
１７　

大
阪
私
立
総
体　

準
優
勝

・
１０
／
８　

大
阪
秋
季
総
体　

優
勝

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・�

４
／
２８　

北
河
内
新
進
大
会　

滝
谷
優
樹

（
３
）・
瀬
野
智
也
（
３
）　

ベ
ス
ト
１６

・
８
／
２０　

大
阪
私
立
総
体
団
体　

３
位

剣
道
部

・�

７
／
１５　

大
阪
中
学
個
人
選
手
権
大

会 

橋
本
由
季
（
３
）
ベ
ス
ト
１６　

・�

７
／
２７　

大
阪
中
学
校
選
手
権
大
会
女
子

団
体　

ベ
ス
ト
８

・�

９
／
１　

北
河
内
大
会
（
秋
季
）
女
子
団

体　

３
位

・�

１０
／
８　

大
阪
校
秋
季
総
体
女
子
団

体 

ベ
ス
ト
８ 

陸
上
部

・�

８
／
２５
～
２６　

第
１５
回
大
阪
私
学
大
会

１
０
０
ｍ
走
２
位　

翁
田　

宙
（
３
）、

４
×
１
０
０
リ
レ
ー　

７
位

ク
ラ
ブ
活
動

学
園
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
２
年
４
月
〜
２
０
１
２
年
10
月

4月� 5月6月7月➡次頁へ

短
大　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

加)

報
告

学
園　

奥
田
政
三
・
教
育
研
究
基

金
、
滝
井
高
校　

海
外
派
遣
留

学
の
６
人
に
授
与

大
学　

聖
徳
大
学
通
信
教
育
部
提

携
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
取

得
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
受
講
生

第
１
号
に
前
田
涼
華
さ
ん

大
学　

枚
方
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

と
学
生
相
談
室
、
新
入
女
子
学

生
対
象
に
テ
ィ
ー
ア
ワ
ー

大
学　

新
入
生
対
象
、
大
学
生
活

導
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
自
分
発
見

の
ス
ス
メ
」

大
学　

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
デ

イ
・
キ
ャ
ン
プ
、
新
入
生
対
象

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

滝
井
高　

新
入
生
宿
泊
研
修

大
和
田
中
・
高　

吹
奏
楽
部 

 
Spring Concert2012

大
学
・
短
大　
「
ラ
ン
チ
ア
ワ
ー

（
手
話
で
ラ
ン
チ
）」

大
学
・
短
大　

e-learning 

講
義

「M
oodle

」、
多
言
語
対
応

大
学　

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学

科
、
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

の
実
学
講
座

大
学
・
短
大　

日
本
語
教
員
ア
シ

ス
タ
ン
ト
報
告
会

大
学
・
短
大　

中
国
・
山
東
女
子

学
院
一
行
が
訪
問

幼
稚
園　

和
太
鼓
指
導

幼
稚
園　

食
育
指
導
～
食
べ
物
の

名
前
を
知
ろ
う
！

大
学　

中
国
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
新

入
生
歓
迎
餃
子
晩
会

大
学　
「
東
日
本
大
震
災
・
子
ど

も
の
学
び
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
通
じ
た
支
援
に
対
し
文

部
科
学
省
よ
り
感
謝
状

大
学　

地
方
自
治
体
職
員
に
よ
る

リ
レ
ー
講
座

大
和
田
中
・
高　

豪
留
学
生
が
来

校
大
学　

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科

で
枚
方
税
務
署
に
よ
る
「
大
学

生
の
た
め
の
税
講
座
」

大
学　

高
校
教
員
対
象
ス
ポ
ー
ツ

行
動
学
科
説
明
会

短
大　

幼
児
保
育
学
科
平
成
24

年
３
月
卒
業
生
就
職
決
定
率

１
０
０
％
達
成
で
学
長
表
彰

滝
井　

豪
交
換
留
学
生
報
告
会

大
学
・
短
大　

ク
ー
ル
ビ
ズ
取
組

み
の
一
環
で
被
災
地
復
興
支
援

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
着
用
推
進

大
学
・
短
大　

中
国
協
定
校
の
上

海
師
範
大
学
天
華
学
院
一
行
が

表
敬
訪
問

大
学　

宮
内
俊
男
客
員
教
授
ら
、

上
場
企
業
の
株
主
総
会
の
概
要

を
講
演

大
学
・
短
大　

海
外
危
機
管
理
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
学
・
短
大　

中
国
協
定
校
の
浙

江
万
里
学
院
一
行
訪
問

滝
井　

国
際
科　

加
語
学
研
修

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
日
本
に
留
学
し
て
、
英
語
が
日

本
で
重
視
さ
れ
て
い
る
と
気
づ
き
ま
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学びウォッチング

　「キース」。ワークシートの問題に
挑んでいた女生徒が大きな声で先生
を呼ぶ。大和田中学校のユニークな
英語クラス２分割授業の風景だ。
　生徒がネイティブの先生と触れる
機会を増やし、少人数で個別指導が
しやすいことを狙った授業で、十数
年続いている。１９９９年に就任したジュ
ディ・マーティン先生が導入した。

　クラスを半分にわけ、最初の２５分
は、ネイティブの先生、あと半分は
日本人の先生が担当。もう一方は、
この逆になる。英語の授業は週７回
あるが、１年は５回、２年３回、３
年２回、この方式で授業を進める。
１年生は、月曜から金曜まで毎日、
ネイティブの先生の英語に触れるこ
とができるわけだ。
　１０月末の１年１組の授業を見せて
もらった。担当は、イングランド出
身のキース・ティントン先生と上杉
雅美先生。
　先生は４０歳だが、生徒は、みんな
ファーストネームの「キース」で呼
ぶ。
　テーブルにカラフルな絵本のよう
なテキストが並べられている。
　「サファリで」「数字のマジック」

話せる英語めざして
　　英語クラス２分割授業� 大和田中学「英語科」

「お天気は」「町を訪ねる」などさ
まざまな内容だ。オックスフォード
大学出版が出している外国人が英語
を学ぶための教材で、初級から段階
が上がっていく。
　 生 徒 は、 ４、 ５ 人 の グ ル ー プ 
に分かれて、テキストを読み、ワー
クシートで、理解度をチェックす
る。分からないことがあれば、辞書

を引いて調べたり、冒頭のように先
生を呼んで質問する。質問は、日本
語に英語が時おり入る程度だが、先
生はグループを回って笑顔を絶やさ
ない。ネイティブの先生は、あとオー
ストラリアの男性が担当している。
　ネイティブの授業のあとは、ＣＤ
やパソコンのスライドを使って、教
科書を朗読したり、言葉の意味を理
解していく。案内してくれた辰巳ゆ
きえ先生は「読み、書き、話し、聞
くの４技能を総合的に修得できるよ
うに心がけています」。長くこの授
業を見ている鹿島秀樹教頭も「ほぼ
毎日、ネイティブの先生の英語を耳
にすることで、英語を身近に感じ、
いい動機付けになっていると思いま
す」と話していた。

少
人
数
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
の
距
離
が
近

く
、
生
徒
が
毎
日
気
軽
に
英
会
話
を
楽
し
め
る

環
境
に
な
っ
て
い
る

読み、書き、話し、聞くを修得

企画テーマ 査定金額

学生による学生のためのリアル・コミュニケーションスペース作り
～人と人とのつながりを目指して～ 422,000 

ドキュメンタリー・ロードムービー制作
四国八十八ヶ所　自転車で制覇‼ 307,000 

グローバルマインドを具体化する海外交流プログラムに向けて
～ The challenge to make a relation between OIU and Korean university ～

211,200
(同窓会特別賞) 

料理を通じた「食育」、「異文化交流」、そして世界に繋がる「TFT」 175,000 

つながり fes2012 
～枚方の高校生と大学生の合同音楽ライブ～ 407,900 

Make Dreams Happen
～第3回世界大学生リーダーシップシンポジウムinバリ島～ 500,000 

学生交流センター設立 500,000

豊
富
な
ア
イ
デ
ア
と
独
創
性
発
揮

第８回「学生チャレンジ制度」

採択企画の３報告 応募14件、採用7件
　

学
生
の
優
秀
な
ア
イ
デ
ア
や
企
画
に
奨
励
金
を
つ
け
て
支
援
す
る
「
学

生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
─Challenge T

he Global M
ind

─
」。
第
８
回
目

を
迎
え
た
今
回
は
、
１４
件
の
応
募
の
う
ち
、
最
終
審
査
を
通
過
し
た
次
の

７
件
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
企
画
内
容
に
応
じ
た
奨
励
金
が
決

定
。
金
額
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
な
報
告
段
階
で
査
定
が
行
わ
れ
、
支
給

さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ
企
画
で
、
学
生
た
ち
は

実
現
に
向
け
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
、
３
件

の
代
表
者
か
ら
報
告
を
も
ら
っ
た
。

学
び
た
い
子
に
学
ぶ
機
会
を

行
動
で
世
界
へ
の
扉
開
く

海
外
体
験
を
自
ら
実
践
し

世
界
と
の
交
流
の
懸
橋
に

M
ake D

ream
s H

appen

～
第
３

回
世
界
大
学
生
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ムin

バ
リ
島
～

E.S
.S
.

、
経
営
情
報
学
部
経
営
情
報

学
科
４
年
次
生�

斉
藤　

拓
己

　
「
人
は
行
動
す
る
こ
と
で
変
化
を

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
何
も
し
な

け
れ
ば
何
も
変
え
ら
れ
な
い
」

　

こ
れ
は
バ
リ
島
で
行
わ
れ
た
第
３

回
世
界
大
学
生
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
得
た
こ
と

で
す
。
こ
こ
で
は
世
界
各
国
の
学
生

が
集
ま
り
、
貧
困
、
環
境
問
題
な
ど
、

世
界
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
講
話
を

聴
き
、
議
論
を
し
ま
し
た
。
彼
ら
は

母
国
の
未
来
の
た
め
、
自
ら
の
考
え

を
実
際
の
行
動
に
移
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
彼
ら
の
考
え
、
行
動
力
、
挑

戦
心
に
驚
き
、
私
は
世
界
に
ど
れ
だ

け
貢
献
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し

た
。
以
前
の
私
は
考
え
に
自
信
が
持

て
ず
、
何
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
今
は
世
界
中
の
学
び
た
い
子

供
た
ち
の
た
め
、
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
た
い
と
い
う
具
体
的
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
ち
、
行
動
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
彼
ら
か
ら
得
た
「
夢
を

も
つ
こ
と
、そ
し
て
、始
め
る
こ
と
」

を
実
践
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
は
、

私
に
変
化
と
自
信
を
与
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
行
動
に
よ
り
世
界
へ
の
扉

を
開
き
、
将
来
へ
の
道
を
踏
み
出
せ

る
こ
と
が
で
き
た
今
ま
で
に
な
い
素

晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

な
お
、E.S.S.

は
、A

SEA
N

青

年
協
力
委
員
会
よ
り
、N

GO

団
体

“H
um

anitarian A
ffairs

”（

本

部 

ロ
ン
ド
ン
）
を
通
じ
て
、
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
活
動
（
タ
イ
の
孤
児
院

へ
絵
本
を
贈
る
、
フ
ィ
ジ
ー
島
で

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
挑
戦
な
ど
）
を

紹
介
し
、“T

ree of T
he Global 

M
ind

”
と
い
う
世
界
中
が
助
け
合

え
る
シ
ス
テ
ム
の
提
案
を
訴
え
た
。

そ
の
結
果
、「
社
会
の
変
革
の
た
め

の
青
年
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
高
い

評
価
を
受
け
表
彰
と
な
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
で
き
た
各
国
の
仲

間
た
ち
と
。
写
真
中
央
が
斉
藤
さ
ん
、
左
か
ら

２
人
目
が
同
じE

.S
.S
.

の
全
大
志
さ
ん

英語で学会発表にチャレンジ
するスポーツ行動学科の学生
たち

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
具
体
化

す
る
海
外
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向

け
て
～T

he challenge to m
ake 

a relation betw
een O

IU
 and 

K
orean university

～

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
３

年
次
生�

杉
原　

慧

　

今
年
の
夏
、
私
た
ち
は
学
生
チ
ャ

レ
ン
ジ
制
度
に
お
い
て
同
窓
会
特
別

賞
を
い
た
だ
き
、
韓
国
で
開
催
さ

れ
た
学
会
“N

ew
 H

orizons and 
Practices of the Social Sciences 
of Sport in A

sia

”
で
、
ス
ポ
ー

ツ
行
動
学
科
に
つ
い
て
発
表
を
行

い
、
韓
国
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る

と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

本
学
科
の
現
状
は
、
一
部
の
学
生
が

海
外
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
も
っ
と
多
く
の
学
生
に
海
外
に

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
た

め
、
大
学
が
用
意
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
な
い
海
外
体
験
を
ま
ず
自
分
た

ち
で
実
践
し
、
懸
橋
に
な
り
た
い
と

思
い
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

英
語
訳
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、
先
生

と
協
力
し
、
資
料
を
作
り
上
げ
、
韓

国
へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
人
前
で
の

プ
レ
ゼ
ン
、
慣
れ
な
い
英
語
で
の
発

表
で
普
段
な
ら
味
わ
え
な
い
緊
張
感

に
包
ま
れ
、
発
表
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
学
会
で
感
じ
た
の

は
、
他
大
学
生
、
韓
国
学
生
の
英
語

力
の
高
さ
で
す
。
英
語
で
の
質
疑
応

答
に
も
対
応
し
交
流
を
図
る
彼
ら
に

は
、
憧
れ
さ
え
い
だ
き
ま
し
た
。
韓

国
の
方
と
の
交
流
の
場
で
は
、
私
た

ち
の
投
げ
た
言
葉
の
ボ
ー
ル
を
受
け

止
め
懸
命
に
理
解
し
、
優
し
く
返
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
心
が
嬉
し

く
、
言
葉
の
壁
が
あ
っ
て
も
分
か
ち

合
え
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

韓
国
へ
行
き
、
自
分
の
視
野
の
狭

さ
、
知
識
の
浅
さ
を
痛
感
し
、
繋
が

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
な

く
、
外
の
世
界
と
の
交
流
に
は
知
識

が
必
要
な
こ
と
、
自
分
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
前
向
き
な
気
持
ち
と
行

動
力
を
学
び
ま
し
た
。
学
生
の
み
な

さ
ん
に
こ
の
経
験
を
知
っ
て
も
ら

い
、
世
界
と
繋
が
り
た
い
と
感
じ
て

ほ
し
い
の
で
す
。

　

韓
国
学
会
参
加
を
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遍路巡礼での貴重な体験
多くの人に映像で紹介を

ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
・
ロ
ー
ド

ム
ー
ビ
ー
制
作　

四
国
八
十
八
ヶ
所 

 

自
転
車
で
制
覇
‼

映
画
研
究
会
、
人

間
科
学
部
心
理
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
３
年
次

生 

代
表

�

道
上　

友
裕

　

私
た
ち
映
画
研

究
会
は
、
今
年
の

夏
休
み
を
利
用
し

て
１
本
の
ロ
ー
ド

ム
ー
ビ
ー
を
制
作

し
ま
し
た
。
も
と

も
と
は
、
研
究
会
で
何
か
大
き
な
こ

と
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
映
画
研
究
会
で
挑
戦
す
る
か

ら
に
は
、
や
は
り
映
画
を
題
材
に
し

た
企
画
が
い
い
と
考
え
、
自
転
車
で

四
国
遍
路
を
巡
礼
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
・
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
の
制
作

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

企
画
が
採
用
さ
れ
、
気
持
ち
が
高

ま
る
の
と
同
時
に
、
不
安
や
重
圧
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
実
際
に
巡
礼
を
始
め
る
と
、

そ
う
し
た
不
安
が
徐
々
に
薄
ま
っ
て

い
き
、
新
し
い
場
所
に
向
か
う
こ
と

が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
道
中
で
は
、
地
元
住
民
の

方
や
同
じ
遍
路
仲
間
の
方
と
も
交
流

す
る
機
会
が
あ
り
、
自
分
が
い
ろ
ん

な
人
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
の

だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

無
事
に
旅
を
終
え
て
、『
灼
熱
の

旅
』
と
い
う
遍
路
巡
礼
の
様
子
と
巡

礼
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
構
成
さ

れ
た
約
60
分
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
多

く
の
人
に
巡
礼
中
に
体
験
し
た
こ
と

を
紹
介
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
絵
画
表
彰�

(

敬
称
略)

第
49
回
　
大
阪
府〈
歯
の
保
健
〉 

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

 

︿
入
選
﹀
＝
あ
や
め
組
（
年
長
）
瀬
戸
山
姫

菜
▽
ゆ
り
組
（
年
長
）
宇
都
宮
夢
乃
▽
浦

上
月
暢
▽
森
本
菜
央
▽
す
み
れ
組
（
年
中
）

中
村
志
龍

（
受
賞
作
品
は
、
10
月
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状

線
車
内
に
展
示
さ
れ
た
）

7月➡8月9月10月
大
学　

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科

「
日
本
損
害
保
険
協
会
に
よ
る

特
別
講
座
」「
三
井
住
友
銀
行

に
よ
る
寄
付
講
座
」

大
和
田
中　

日
本
新
聞
協
会N

IE

実
践
校
に
新
規
参
加

大
和
田
中　

ESS

、Sum
m

er 
cooking in English!

大
学　

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
企
画
学
外
イ
ベ
ン
ト
実
施
、

３
期
生
に
よ
る
情
報
誌
制
作

大
学　

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科　

イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
向
け
「
身

だ
し
な
み
セ
ミ
ナ
ー
」「
セ
ミ

ナ
ー
対
抗
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大

会
」

短
大　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
、
資
生
堂　

阪
上
明
子
氏
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
講
習

大
学
・
短
大　

学
業
優
秀
者
表
彰

大
学　

卒
業
生
の
中
西
亮
太
さ

ん
、
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

近
畿
引
揚
救
助
（
団
体
）
で
優

勝
し
全
国
大
会
出
場

大
学
・
短
大　

初
のGood 

T
eachers

表
彰
式
、
11
人
を

表
彰

大
和
田
高　

日
本
舞
踊　

若
菜
会

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
で
東
田

梨
花
さ
ん
（
１
）、
読
売
新
聞

社
賞

学
園　

ブ
ロ
ッ
サ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

大
学　

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科 

 

「
海
洋
野
外
ス
ポ
ー
ツ
実
習
」

大
学　

卒
業
生
の
椙
本
孝
思
さ
ん

の
小
説
『T

H
E Q

U
IZ

』
が

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化

大
学　

留
学
生
別
科
後
期
入
学
式

と
新
入
生
歓
迎
パ
ー
テ
ィ

滝
井　

文
化
祭
に
吉
田
山
田
が
ゲ

ス
ト
出
演

大
学　

卒
業
生
の
大
野
愛
地
さ

ん
、
堤
幸
彦
監
督
、
戸
田
恵
子

主
演
の
舞
台
に
出
演

大
学　

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
「
も

の
づ
く
り
合
宿
」

大
和
田
中
高　

関
西
大
学
高
大
連

携
プ
ロ
グ
ラ
ム

大
学
・
短
大　

全
学English 

Speech Contest

・
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
・

English Essay Contest

大
学　

岐
阜
国
体　

サ
ッ
カ
ー
女

子　

府
選
手
団
に
齋
藤
敏
子

（
ス
ポ
行
４
）
さ
ん
が
選
出

大
和
田
高　

河
合
塾
サ
テ
ラ
イ
ト

授
業
受
講

大
学
・
短
大　

女
子
寮
寮
費
を
改

定
し
て
減
額

大
学
・
滝
井　

高
大
連
携
で
留
学

生
と
高
校
生
淡
路
島
で
校
外
学

習
大
和
田
中
高　

薬
物
乱
用
防
止
教

室
幼
稚
園　

い
も
ほ
り
遠
足

大
学
・
短
大　

フ
ラ
ン
ス
・
エ

セ
ッ
ク
経
済
商
科
大
学
院
大
学

と
Ｅ
．Ｓ
．Ｓ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
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本
学
の
魅
力
を
存
分
に
発
信

　

６
月
の
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催

を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
今
年
度
の
夏
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
、
１０
月
に
実

施
し
た
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
最
後
に
、
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
多
く
の
高
校
生
の
来
場
が
あ
り
、
昨

年
度
と
比
較
す
る
と
若
干
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
学
科
ブ
ー
ス
で
は
当
該
学
科
の
学

生
が
複
数
名
お
り
、
訪
れ
た
高
校
生
た

ち
に
熱
心
に
学
科
の
説
明
を
自
分
の
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
高
校
生
た
ち
も
自
分
の
興

味
の
あ
る
学
科
の
先
輩
か
ら
直
接
色
々

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、「
こ
れ
ま

で
不
安
に
思
っ
て
い
た
こ
と
も
全
て
解

消
で
き
た
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、
進

路
決
定
に
大
い
に
役
立
て
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、“T

he English Zone

”
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
空
間
内
で
話
せ

る
言
語
は
「
英
語
」
だ
け
と
し
、
日

本
に
い
な
が
ら
海
外
を
体
験
で
き
る

よ
う
な
空
間
を
創
出
し
ま
し
た
。
入

口
付
近
で
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生

や
英
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
の
学

生
た
ち
が
訪
れ
た
高
校
生
に
話
し
か

け
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
、「
上
手

に
英
語
を
話
さ
な
い
と
」
と
思
っ
て

緊
張
し
て
い
た
高
校
生
た
ち
も
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

「
英
語
が
苦
手
で
嫌
い
な
私
で
も
楽

し
い
と
思
え
た
」、「
英
語
を
話
す
こ

と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う

感
想
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
競
技
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
部
に
よ
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
会
な
ど
も
実
施
し
、「
大

阪
国
際
大
学
の
魅
力
」
を
存
分
に

知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
開
催
前
に
「
未
来

生
に
送
り
ま
し
た
（
写
真
８
面
）。

「
毎
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
楽
し
み
で
し

た
」「
イ
ラ
ス
ト
が
可
愛
い
」
と
の
声

も
あ
り
、
自
分
の
未
来
の
姿
を
思
い

描
き
、
大
学
に
親
し
み
を
感
じ
な
が

ら
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

い
た
だ
け
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

（
入
試
・
広
報
部　

前
河　

泰
正
）

在学生が留学経験やキャンパスライフの楽しさを〝生の声で〟高校生に語る

大学・短大
オープンキャンパス報告

各学部生、自らの体験交え

高校生と“直接対話”
「進路決定に役立った」の声も

の
○
○
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
人
顔
型
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
６
回
、
高
校

ご
期
待
下
さ
い
!

来
春
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

　

平
成
２５
年
３
月
２３
日
（
土
）
に
新

学
年
を
対
象
と
し
た
「
春
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
守
口
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
今

回
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
開

催
冒
頭
で
、
全
体
説
明
会
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
訪
れ
た
来
場
者
の

皆
さ
ま
全
員
に
本
学
の
理
念
や
思
い

を
伝
え
、
ご
理
解
い
た
だ
こ
う
と
考

え
、現
在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

２
月
上
旬
に
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情

報
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

体
験
講
座
に
熱
い
眼
差
し

説
明
や
運
営 

生
徒
会
が
中
心
に

　

滝
井
高
校
で
は
、
１０
月
２７
日
１０
時

か
ら
第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に

は
中
学
生
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
合

わ
せ
て
約
３
０
０
人
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
講
座
の
中
に

は
予
定
の
人
数
を
相
当
超
え
る
参

加
者
が
あ
っ
た
も
の
も
あ
り
、
大
変

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で

は
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
説
明

や
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス

の
先
生
と
生
徒
が
コ
ン
ビ
と
な
っ
て

行
っ
た
「
科
・
コ
ー
ス
説
明
」
で

は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
説
明
に
会
場
に

笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
講
座
に
も
真
剣
な
眼
差
し
で

取
り
組
み
、
在
校
生
に
よ
る
「
何
で

滝
井
高

も
相
談
コ
ー
ナ
ー
」や「
制
服
試
着
」

そ
し
て
「
個
別
相
談
」
と
、
滝
井
高

校
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
以
外
に

も
「
授
業
見
学
会
」「
科
・
コ
ー
ス

体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
」「
ク
ラ
ブ
体
験
」
を

実
施
し
、た
く
さ
ん
の
中
学
生
に『
一

日
滝
井
生
』
と
し
て
滝
井
高
校
を
実

感
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
募
集
広
報
担
当　

橋
本　

光
央)

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
好
評
　
高
校
・
中
学
の

入
試
イ
ベ
ン
ト

出
身
中
学
の
先
輩
と
交
流
も

入
試
対
策
、
11
講
座
を
開
講

大
和
田
高

　

大
和
田
高
校
の
『
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
』
は
、
９
月
15
日
に
開
催
。
２
８
１

組
４
０
０
人
以
上
の
生
徒
と
保
護
者

が
参
加
、
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま
り
、
第
１

部
で
は
５
教
科
の
教
員
に
よ
る
入
試

対
策
講
座
が
11
講
座
開
講
さ
れ
、
参

加
し
た
生
徒
は
先
生
の
説
明
を
熱
心

に
聞
い
て
い
た
。
第
２
部
で
は
出
身

中
学
の
先
輩
と
の
交
流
会
を
実
施
。

地
元
の
先
輩
の
話
を
直
接
聞
き
交
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
和
田
の
生

の
声
が
聞
け
た
と
好
評
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
10
月
28
日
に
は
『
入
試

説
明
会
』
を
実
施
し
た
。
入
試
説
明

会
に
は
昨
年
度
を
上
回
る
２
２
２
組

の
生
徒
・
保
護
者
が
参
加
さ
れ
、
メ

モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
学
校
の
概
要
や

来
年
度
入
試
の
説
明
を
し
た
。
そ
の

後
施
設
を
案
内
、
各
所
で
在
校
生
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
学
校
の
雰
囲

気
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。

学
校
案
内
は
在
校
生
が
担
当

大
和
田
中

　

大
和
田
中
学
の
『
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
』
は
、
７
月
21
日
に
開
催
。

昨
年
度
を
上
回
る
84
組
の
児
童
と
保

護
者
が
参
加
、
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、「
パ
ソ
コ
ン

体
験
」「
手
作
り
花
火
体
験
」「
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
パ
タ
パ
タ
飛
行

機
）
作
り
」「
ク
ラ
ブ
活
動
体
験
」

な
ど
で
、
在
校
生
と
も
交
流
し
な
が

ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
だ
。

　

続
い
て
、
10
月
27
日
に
は
『
入
試
説

明
会
・
プ
レ
テ
ス
ト
』
を
実
施
し
た
。

入
試
説
明
会
に
は
昨
年
度
を
上
回
る

１
０
０
組
の
児
童
・
保
護
者
が
参
加

さ
れ
た
。
保
護
者
の
方
々
に
は
学
校

の
概
要
や
入
試
説
明
を
し
た
り
、
在
校

生
が
学
校
案
内
を
す
る
な
ど
生
徒
の

生
の
姿
を
見
て
い
た
だ
い
た
。
並
行

し
て
、
国
語
・
算
数
・
理
科
の
プ
レ
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
問
題
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

（
募
集
広
報
主
任　

鈴
木　

衛)

薬
学
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

来
年
度 

特
進
コ
ー
ス
に
設
置

滝井高

　

本
校
は
看
護
進
学
・
幼
児
保
育
進

学
な
ど
キ
ャ
リ
ア
に
直
結
し
た
コ
ー

ス
を
設
置
し
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
か
ら
は
特
進
コ
ー
ス
内

に
新
た
に
薬
学
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

導
入
し
、
薬
剤
師
を
目
指
す
生
徒
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。
薬
剤
師
を

目
指
す
コ
ー
ス
・
系
を
有
す
る
高
校

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
薬
剤
師

は
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
女
性
の

多
い
職
業
分
野
で
す
の
で
、
女
子
高

と
し
て
の
本
校
の
取
り
組
み
は
意
義

あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
年
次
は
現
行
特
進
コ
ー
ス
（
文

系
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
２
年
次
以
降
は
薬
学
部

受
験
に
即
し
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
学
び
ま
す
。
ま
た
、
１
年
次
に

お
い
て
も
長
期
休
暇
中
に
「
化
学
実

験
」
な
ど
の
実
習
を
し
ま
す
。
そ
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
た
め
に
、
薬
剤
師
が
活

躍
す
る
現
場
や
施
設
見
学
な
ど
「
体

験
学
習
」
を
行
い
ま
す
。
３
年
次
に

は
受
験
対
応
の
演
習
科
目
や
研
究
科

目
な
ど
「
実
践
的
な
授
業
」
や
「
特

別
講
習
」
な
ど
で
、
志
望
校
合
格
へ

の
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
既
に
３
大
学
の
薬
学
部
の
推

薦
指
定
校
も
得
て
い
ま
す
。
今
後
更

に
近
郊
の
大
学
の
指
定
校
を
得
ら
れ

る
よ
う
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

(

校
長　

中
田　

碩
也)

Ｈ
Ｐ
「
校
長
ブ
ロ
グ
」

ア
ク
セ
ス
多
く
好
評

大
和
田
中
・
高
校

府
立
高
の
広
報
活
動

支
援
で
講
演
会
実
施

大
和
田
中
・
高
校

　

今
年
度
大
和
田
中
・
高
校
の
改
革

の
ひ
と
つ
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

一
新
を
掲
げ
た
。
具
体
的
に
は
、

別
々
だ
っ
た
中
学
・
高
校
を
ひ
と
つ

に
し
、
経
費
節
減
と
情
報
の
一
元

化
を
図
っ
た
。
そ
の
中
で
、
校
長
ブ

ロ
グ
を
ほ
ぼ
毎
日
掲
載
す
る
こ
と
に

し
た
。
11
月
中
旬
時
点
で
約
１
４
０

本
。
年
度
末
２
０
０
本
掲
載
を
目
指

し
て
い
る
。
毎
日
多
く
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
、
本
校
の
保
護
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
生
徒
や
受
験
生
、
教
育
関

係
者
か
ら
直
接
お
声
掛
け
を
い
た
だ

く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
学
校
の
現
状

を
出
来
る
だ
け
客
観
的
か
つ
正
確
に

伝
え
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

学
校
生
活
は
日
々
、
発
見
と
学
び

と
感
動
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
、
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た

そ
の
こ
と
を
通
じ
、
本
校
を
理
解
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
毎

日
の
作
業
と
し
て
は
大
変
だ
が
、
最

近
は
随
分
慣
れ
て
き
て
、
１
時
間
以

内
に
文
章
を
完
成
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
で
の
ア

ク
セ
ス
も
可
能
な
の
で
、
気
軽
に
お

楽
し
み
願
い
た
い
。

(

校
長　

江
口　

宗
茂)

◆
新
刊

国
際
大
・
短
大

○
『
日
本
に
生
き
る
移

民
た
ち
の
宗
教
生
活
ー

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
も
た

ら
す
宗
教
多
元
化
』
経

営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

三

木　

英　

共
編
著 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房

○
『
現
代
宗
教
２
０
１
２
ー
大
災

害
と
文
明
の
転
換
』
経
営
デ
ザ
イ

ン
教
授　

三
木　

英　

共
著　

秋

山
書
店

○
『
企
業
統
治
と
経
営
行
動
』

経
営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

日
野
隆

生 

共
著　

文
眞
堂

○
『
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
論
︱

地
方
行
政
の
ル
ネ
サ
ン
ス
︱
』
法

律
政
策
准
教
授　

田
中 

優 

共

著　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

○
『「
人
間
の
福
祉
」
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
《「
ち
が
い
」
は
素

敵
》
が
あ
た
り
前
に
な
る
よ
う

に
』 

人
間
健
康
教
授　

橋
本
義

郎 

著 

相
川
書
房

○
『
多
関
節
運
動
学
入
門
（
第
２

版
）』
ス
ポ
ー
ツ
行
動
教
授 

德

原
康
彦　

共
著　

Ｎ
Ａ
Ｐ

○
『
豊
穣
の
日
本
美
術
』
国
際
コ

ミ
講
師　

村
田
隆
志　

共
著　

藝

華
書
院

○
『
再
発
見　

日
本
の
書
画
の
美

︱
︱
暮
ら
し
に
息
づ
く
山
形
・
長

谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
国
際
コ
ミ

講
師　

村
田
隆
志　

共
著　

神
戸

新
聞
社

○
『
ロ
ン
ド
ン
を
旅
す
る
60
章
』

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
教
授　

小
山
直

子　

共
著　

明
石
書
店

○
『
秘
書
概
論
』
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
准
教
授　

平
田
祐
子　

共
著　

樹
村
房

○
『
ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ナ
ー
・
文

書
・
実
務
の
基
礎
知
識
』
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
准
教
授　

平
田
祐
子　

共
著　

ぎ
ょ
う
せ
い

○
『
Ｔ
ｈ
ｅ
三
題
話
そ
の
11
「
異

常
事
態
発
生
」』
滝
井
高
校
職

員 

橋
本
喬
木
（
光
央
）
著　

信

光
印
刷
株
式
会
社
出
版
部

　

府
立
高
校
広
報
活
動
の
勉
強
会
講

師
と
し
て
、
広
報
担
当
者
を
対
象

に
、
９
月
28
日
、
10
月
２
日
、
３
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
天
満
橋
で
講

演
会
を
行
っ
た
。
府
立
高
校
の
発
展

の
た
め
に
、
私
学
の
校
長
が
助
言
す

る
こ
と
に
、
異
論
を
唱
え
る
立
場
の

人
が
存
在
す
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。

　

広
報
の
仕
事
は
、
教
育
の
中
身
、

内
容
を
ど
の
よ
う
に
策
定
す
る
の
か

と
い
う
学
校
改
革
と
は
不
可
分
な
分

野
。
し
た
が
っ
て
、
小
手
先
の
広
報

戦
略
だ
け
で
は
生
徒
は
集
ま
ら
な

い
。
教
育
内
容
が
魅
力
的
で
、
ど
れ

く
ら
い
現
場
努
力
が
な
さ
れ
、
成
果

が
現
れ
て
い
る
の
か
。
そ
こ
が
問
わ

れ
る
と
い
う
主
旨
を
語
っ
た
。
教
育

の
中
身
を
改
め
よ
う
と
い
う
呼
び
か

け
は
、
私
立
・
公
立
の
別
な
く
、
国

家
、
国
民
の
利
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
。
学
園
関
係
者
の
理
解
を
受
け
、

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
学
園
全

体
の
社
会
的
貢
献
は
実
現
さ
れ
た
と

確
信
し
て
い
る
。

　

教
育
内
容
に
知
恵
を
絞
り
な
が

ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
支
持
を
得
る
。

切
磋
琢
磨
が
教
育
の
世
界
に
も
求
め

ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。
少
子

化
が
、
我
々
に
本
質
を
突
き
付
け
る

時
代
が
と
っ
く
に
始
ま
っ
て
い
る
。

本
校
も
例
外
で
は
な
い
。

(

校
長　

江
口　

宗
茂)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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ゼ
ミ
担
任
教
員
と
の
連
携
更
に
推
進

本
学
主
催
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
。
厳
選
採
用
の
傾
向
が
強
ま
る
中
、
一
段
と
緊
張
し
た

雰
囲
気
の
会
場
で
、熱
心
に
耳
を
傾
け
る
学
生
た
ち
（
10
月
17
日
、梅
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）

24年度就職中間報告 キャリアセンター
保護者対象就職説明会で情報共有につとめる

（₅月19日、守口キャンパスの様子） 本
学
主
催
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
強
化
に
よ
り

内
定
者
　
大
学
38
％
、
短
大
21
％
ア
ッ
プ

保護者対象説明会も

　

平
成
２５
年
３
月
卒
の
新
卒
採
用

は
、(

社)

日
本
経
済
団
体
連
合
会
に
よ

る
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫

理
憲
章
」
の
改
定
に
よ
り
、
就
職
活

動
の
ス
タ
ー
ト
（
企
業
の
広
報
開
始
）

が
従
前
の
１０
月
１
日
か
ら
２
ヵ
月
遅

い
１２
月
１
日
に
、
選
考
も
４
月
１
日

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

選
考
期
間
の
短
縮
化
と
厳
選
採
用
傾

向
へ
の
対
応
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
か
ら
ゼ
ミ
別

に
面
談
担
当
者
を
配
し
、
ゼ
ミ
担
任

教
員
と
の
連
携
と
、
個
別
面
談
に
よ

る
学
生
へ
の
指
導
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
学
主
催
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー

で
学
生
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
斡

旋
）
と
参
加
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
た
結
果
、
平
成
２４
年
11
月
末
現

在
の
就
職
内
定
者
は
、
大
学
２
７
４

人
（
昨
年
１
９
８
人
で
38
％
ア
ッ

プ
）、
短
大
１
０
６
人
（
昨
年
88
人

で
21
％
ア
ッ
プ
）
と
、
昨
年
度
の
状

況
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
保
護
者
の
方
に
、
来
春
の
就

職
環
境
、
本
学
の
支
援
体
制
や
就
職

活
動
に
つ
い
て
深
く
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
に
、
本
年
５
月
１９
日
に
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
保
護
者
対
象
就

職
説
明
会
」
を
実
施
、
ま
た
９
月
１７

日
・
２２
日
の
枚
方
・
守
口
各
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
「
保
護
者
懇
談
会
」

で
は
、
希
望
さ
れ
た
保
護
者
の
方
と

個
別
面
談
も
行
い
ま
し
た
。
更
に
今

年
度
か
ら
、
保
護
者
の
方
が
登
録
さ

れ
た
携
帯
メ
ー
ル
宛
に
本
学
で
の
就

職
支
援
行
事
な
ど
に
関
す
る
情
報
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も

学
外
で
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
、

学
内
で
の
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
（
斡

旋
）
会
を
頻
繁
に
開
催
す
る
な
ど
、

全
学
生
が
希
望
の
進
路
に
進
め
る
よ

う
、
学
生
一
人
ひ
と
り
へ
の
き
め
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長

　

中
原 　

清
治)

人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
知
る

派
遣
先　

京
都
信
用
金
庫

大
阪
国
際
大
学　

現
代
社
会
学
部
法

律
政
策
学
科
３
年
次
生　

大
隅　

将
司

　

私
は
、
10

日
間
に
わ
た

り
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
し

た
。
研
修
は
、
金
融
の
基
礎
を
学

ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
手
形
交
換
所
、
日
本
銀
行
、

京
都
信
用
金
庫
事
務
セ
ン
タ
ー
に

も
見
学
に
行
き
、
金
融
業
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
京

都
信
用
金
庫
枚
方
支
店
で
の
営
業

店
体
験
研
修
で
す
。
10
日
間
の

内
の
わ
ず
か
２
日
間
で
し
た
が
、

窓
口
の
裏
側
で
の
業
務
を
見
学
で

き
、
取
引
先
企
業
に
同
行
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
人
職
員
の
仕
事
に
も
密
着
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
新
人
職
員
の
方

が
仕
事
に
打
ち
込
む
姿
を
見
て
、

見
習
う
べ
き
こ
と
、
学
ぶ
べ
き
こ

と
が
多
く
あ
り
、
大
き
な
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
10
日
間
で
、
直
接
仕
事
に

触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
ご
指
導
し
て
下
さ
っ
た

多
く
の
方
々
や
他
大
学
の
学
生
と

関
わ
る
こ
と
で
、
人
と
の
つ
な
が

り
と
い
う
大
切
さ
も
知
り
ま
し

た
。

　

ど
れ
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
い
と
で
き
な
い
貴
重
な

経
験
で
し
た
。
こ
の
経
験
で
得
た

こ
と
を
、「
得
た
こ
と
」
で
終
わ
ら

せ
な
い
よ
う
に
、
今
後
の
自
分
に

活
か
し
た
い
で
す
。

会
に
出
た
ら
当
た
り
前
な
の
だ
と

感
じ
、
働
い
て
い
る
す
べ
て
の
方

が
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
の
が
目

に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
週
間
は
私
に
と
っ
て
将
来

の
展
望
を
開
く
機
会
と
な
り
、
健
康

運
動
指
導
士
の
仕
事
を
学
べ
た
貴
重

な
時
間
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
、
健

康
、
人
と
関
わ
っ
て
生
き
て
い
く
た

め
に
は
更
な
る
努
力
が
必
要
で
す
。

学
生
生
活
を
終
え
、
社
会
に
出
て
い

く
ま
で
に
ま
だ
時
間
は
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
と
１
年
し
か
な
い
で
は
な

く
、
あ
と
１
年
も
準
備
期
間
が
あ

る
、
そ
う
考
え
て
残
り
の
学
生
生
活

を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参

加
に
あ
た
っ
て
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
枚
方
公
済
病
院
の
方
々
、

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
気
配

り
・
心
配
り
が
大
変
重
要
な
の
で

す
。
実
習
中
、
周
り
を
意
識
し
、

自
ら
進
ん
で
行
動
す
る
こ
と
が
社

派
遣
先　

枚
方
公
済
病
院

大
阪
国
際
大
学　

人
間
科
学
部
ス

ポ
ー
ツ
行
動
学
科
３
年
次
生杉

原　

慧

「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」。

そ
う
患
者
様

に
お
声
か
け

す
る
の
が
朝
一
番
の
私
に
与
え
ら

れ
た
仕
事
で
し
た
。

　

患
者
様
の
中
に
は
、
健
常
者
に

は
想
像
で
き
な
い
不
安
を
抱
え
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
記 

大
学

自
ら
進
ん
で
行
動
を
…
実
感

第
25
回
大
学 

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

グローバルな人材育成
奥林副学長　基調講演で本学事例

　

第
25
回
大
阪
国
際
大
学
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
10
月
12
日
に
大
阪
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
円
形
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
と
活

用
』
で
す
。
人
材
育
成
の
指
針
と
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
掲
げ
る

Ｏ
Ｉ
Ｕ
に
合
致
し
た
テ
ー
マ
で
す
。

　

北
川
俊
光
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、

基
調
講
演
は
本
学
の
奥
林
康
司
副
学

長
に
よ
る
『
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で

戦
え
る
人
材
の
育
成
』
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
現
状
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
要
件
に
加
え
、
Ｏ
Ｉ
Ｕ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
に
関
す
る
多
く
の
事

例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
千

葉
商
科
大
学
教
授
・
政
策
情
報
学
部

長
の
宮
崎　

緑
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
お
招
き
し
、『
大
阪
と
ア
ジ

ア
を
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ

に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業
と
日
本
、

中
国
と
日
本
の
合
弁
会
社
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
す
る
企
業
の
立
場
か

ら
、
具
体
的
な
人
材
育
成
の
現
状
、

課
題
、
提
案
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
富
士
イ
ン
パ

ル
ス
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
山
田

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状
な
ど
で
、
活
発
な
意
見

交
換
が
か
わ
さ
れ
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

邦
雄
氏
、O

ffi
ce W

aD
a

代
表
の
和

田
浩
子
氏
（
元
Ｐ
＆
Ｇ
米
国
本
社

ヴ
ァ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
）、
中
国

煙
台
三
和
代
表
取
締
役
で
Ｏ
Ｉ
Ｕ
の

大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
に
在
学
中
の
陳　

国
慶
氏

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
０
０
人
近
い
聴
講
の
方
々
も
活
発

な
議
論
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

（
国
際
関
係
研
究
所
長　

井
上　

市
郎)

　

昨
今
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で

も
ご
存
知
の
と
お
り
日
本
学

生
支
援
機
構
奨
学
金
の
未

返
還
額
が
全
国
的
に
増
え
て

い
る
こ
と
が
問
題
と
な
って
い

ま
す
。

　

返
還
さ
れ
る
奨
学
金

は
、
次
の
学
生
に
貸
与
す

る
奨
学
金
の
原
資
と
な
り

ま
す
。

　

本
学
卒
業
生
の
方
で
日

本
学
生
支
援
機
構
か
ら
奨

学
金
を
貸
与
さ
れ
、
万
一

返
還
が
滞
っ
て
い
る
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
計
画
的
な

返
還
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
大
学･

短
大
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー)

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
デ
ィ 

公
教
育
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
部

大
阪
国
際
大
学　

経
営
情
報
学

部 

経
営
情
報
学
科
Ｉ
Ｔ
コ
ー

ス　

’08
年
卒�

長
岡
　
勇
希

　

私
が
勤
め
て
い
る
会
社
は
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
・
販

売
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
主
に

小
中
高
大
学
向
け
、
会
員
制
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
向
け
、
そ
の
他

各
種
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
取

り
扱
う
、
京
都
に
本
社
が
あ
る

企
業
で
す
。

　

入
社
当
初
は
、
大
学
向
け
の

ソ
フ
ト
を
扱
っ
て
い
る
事
業
部

に
Ｓ
Ｅ
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
国
際
大
学
も
お
客
様

で
あ
る
た
め
、
仕
事
上
で
も
大

学
と
関
わ
る
日
が
来
る
か
な
、

と
密
か
に
期
待
し
て
い
ま
し
た

が
入
社
か
ら
１０
ヵ
月
程
経
っ
た

頃
、
現
在
所
属
し
て
い
る
主
に

公
立
の
小
中
高
校
向
け
シ
ス
テ

ム
を
扱
う
事
業
部
に
異
動
に
な

り
ま
し
た
。
当
初
は
少
し
残
念

で
し
た
が
、
そ
こ
で
は
当
時

と
し
て
は
比
較
的
新
し
か
っ
た

「
ク
ラ
ウ
ド
」
環
境
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
事
業

部
自
体
も
立
ち
上
が
っ
て
間
も

な
か
っ
た
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の

開
発
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ス
テ
ム

の
導
入
か
ら
サ
ー
バ
の
管
理
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、ユ
ー
ザ
サ
ポ
ー

ト
等
幅
広
い
業
務
に
携
わ
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
あ
た
っ
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
け
で

な
く
シ
ス
テ
ム
の
設
計
も
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
シ

ス
テ
ム
の
根
幹
に
関
わ
る
た
め

責
任
も
大
き
い
半
面
、
進
め
て

い
く
に
つ
れ
て
自
ら
の
自
信
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

今
は
先
輩
方
と
比
べ
る
と
ま

だ
ま
だ
一
人
前
に
は
程
遠
い
の

で
、
今
後
は
先
輩
方
を
目
標
に

仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
自
分

の
知
識
や
技
術
を
深
め
る
意
味

も
込
め
て
、
ま
だ
取
得
で
き
て

い
な
い
資
格
・
試
験
に
向
け
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

知識や技術取得へ挑戦する 今卒業生たちは

忘れていませんか？！
奨学金の返還を…
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キャラクターグッズ販売コーナーが
オープンしました！

文化祭 9/23
「Let’s make it! Let’s try it!! Let’s enjoy it !!!
～みんなで作ろう 最高の文化祭～」

運動会 10/14
毎日一生懸命練習したね。いよいよ本番！

【 学 園 あ ら か る と 】

学園設置の各学校からは、印刷
物やインターネットで様々な情
報が発信されています。『学園
広報 Review』では、それらの中
からいくつかをご紹介します。

　

初
め
に
自
己
紹
介
を
。
大
阪
外
国
語

大
学
を
卒
業
後
、
消
費
材
で
世
界
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
の
P
&
G
が
日
本
参
入

間
も
な
い
頃
、
女
性
で
初
め
て
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
日
本
支

社
に
入
社
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
ア
ド
バ

タ
イ
ジ
ン
グ
本
部
（
現
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
本
部
）
に
配
属
さ
れ
、
以
来
18
年
間

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

だ
の
ち
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
当
時
最
大
の
事
業
部
を
担
当
。

そ
の
後
、
ヴ
ァ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー　

ア
ジ
ア
担
当
を
拝
命
。
２
０
０
０
年
春

リ
タ
イ
ヤ
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ソ
ン
日
本

支
社
長
、
日
本
ト
イ
ザ
ら
ス
代
表
取
締

役
社
長
兼
C
O
O
を
経
て
、
現
在
は
、

O
ffice W

aD
a

代
表
と
し
て
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
や
講
演
等
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

華
麗
な
キ
ャ
リ
ア
で
す
ね
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
努
力
と
一
生
懸
命

の
成
果
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
他
の
人

と
違
う
こ
と
を
し
よ
う
、
９
才
の
時
学

び
始
め
た
英
語
が
い
か
せ
る
仕
事
を
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
が
私

の
原
動
力
で
し
た
。
や
が
て
P
&
G

に
入
り
、ま
る
で
家
庭
の
よ
う
に
コ
ア
・

バ
リ
ュ
ー
や
行
動
規
範
を
重
ん
じ
る
会

社
に
出
会
い
、
そ
の
中
で
学
ぶ
機
会
、

成
長
す
る
機
会
を
沢
山
提
供
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
沢
山
の
経
験
を
え
る
こ
と

で
今
の
私
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
特

に
P
&
G
の
経
験
は
、
羽
根
が
は
え

た
様
で
、
ど
こ
へ
で
も
飛
ん
で
い
け
て

仕
事
が
で
き
る
様
な
気
が
し
ま
す
。
会

社
を
去
る
時
、肩
書
き
を
書
い
た
名
刺
、

社
章
な
ど
、
会
社
か
ら
貸
与
さ
れ
た
も

の
は
、
返
却
し
ま
す
。
し
か
し
「
自
分

の
経
験
」
は
も
っ
て
い
け
ま
す
。

　

自
分
を
大
切
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

自
分
が
何
に
な
り
た
い
か
自
分
に
問
う

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
実
現
す
る
た
め
に
、
苦
労
や
努

力
を
い
と
わ
ず
に
一
生
懸
命
や
る
こ
と

が
大
切
で
す
。大
学
の
勉
強
も
含
め
て
。

好
き
な
こ
と
は
特
に
良
く
勉
強
す
る
こ

と
で
す
。
全
て
に
よ
い
成
績
を
取
る
必

●本誌に記載の学年、肩書き等はすべて情報収集時のもので、発行時期と異なることがあります。ご了承願います。
●卒業生の住所等の変更、送付不要のご連絡は同窓会提携会社プリンティングサービス　TEL.06（6167）1751
　E-mail：info@printing-s.jp までご連絡ください。
●卒業生以外の方の送付に関するご連絡や、本紙に関するご意見、ご感想等は学園総務課までご連絡ください。
　電子メールもご活用ください。

「
つ
る
し
雛
世
界
一
」
制
作
手
が
け
た

手
ぬ
ぐ
い
・
和
雑
貨
会
社
社
長

大
阪
国
際
大
６
期
生

北
野 

晃
市
さ
ん
（40）

要
な
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
出

て
、
必
要
な
事
で
欠
け
て
い
る
事
が
あ

れ
ば
、
真
剣
に
勉
強
で
き
ま
す
。

　

人
は
過
去
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
今
ま
で
学
ん
だ
事
や
、
し

て
き
た
事
で
す
。
今
は
、
昔
よ
り
時
間

の
流
れ
、
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
が
す

ご
く
速
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達

が
情
報
を
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
も
っ
と
加
速
し
、
日
々
の

生
活
は
I
T
技
術
が
も
た
ら
す
革
新

で
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
過
去

と
寄
り
添
っ
て
自
分
の
未
来
を
設
計
す

る
の
か
、
過
去
と
決
別
し
て
今
と
未
来

に
起
き
る
事
と
格
闘
し
な
が
ら
自
分
の

未
来
を
設
計
す
る
の
か
、
人
次
第
で
実

に
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
大
学

に
い
る
間
、
よ
く
学
び
よ
く
遊
び
な
が

ら
、
自
分
は
何
に
な
り
た
い
の
か
を

じ
っ
く
り
考
え
て
く
だ
さ
い
。

Review
学 園 広 報　入試・広報部では、「未来

の○○から、メッセージ」をコ
ンセプトに、進路選択を控え
た高校生に寄り添うメッセー
ジを、親しみやすい顔型の
カードにして高校生に計 6 回
送付。「毎回のメッセージが
楽しみ」「イラストが可愛い」
と好評を得た。

　公式サイトを 8 月にリニューアル。
それまで別々のサイトだった中学と高
校を一つにまとめ、中高一貫教育をイ
メージしやすくした。また、「校長ブ
ログ」、クラウド型ウェブ アルバムに
よる行事写真の公開、facebookの導入
による双方向コミュニケーションなど
で、これまで以上に公式サイトを活用
して情報発信・共有に努めている。

大学・短大大和田中・高校

各学校の最新ニュースは公式サイトでご覧いただけます。 大阪国際学園 検索

灯華祭 11/3、4
テーマ「Harmony」。地域住民と
学生たちが共に楽しんだ。

優花祭 10/20、21
テーマ「Connection ～人と人とのつながり～」
学生たちの笑顔がはじけた。

滝井フェスタ 9/14・16・10/2
コーラス大会、文化祭、体育大会
からなる滝井高校最大の行事で、
今年も生徒らのパワーが炸裂！

文化祭 9/9
野外ステージや生徒会の新企画も
飛び出し、例年以上に盛り上がり
を見せた。

写 真 館イベント
GLOBAL MIND IS THE SPIRIT OF OSAKA INTERNATIONAL EDUCATIONAL INSTITUTION

大学

幼稚園

ハーバード大学アカペラグループ
「DIN＆TONICS」来学  7/27
学生・生徒との交流会やコンサートを開催した。

大学
短大

滝井
高校

大和田
中学

　

新
潟
県
魚
沼
地
方
の
「
道
の
駅
・
ク
ロ
ス
10
十

日
町
」
に
幸
せ
を
呼
ぶ
と
さ
れ
る
巨
大
な
つ
る
し

雛
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
、
直
径

2.8
メ
ー
ト
ル
の
中
に
１
万
１
６
５
５
個
の
飾
り
雛

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
記
録
７
０
４
５

個
を
大
幅
に
更
新
し
、
今
年
３
月
、
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
に
認
定
さ
れ
た
。

　

制
作
し
た
の
は
、京
都
市
伏
見
区
の
手
ぬ
ぐ
い
・

和
雑
貨
会
社
「
京
佑
」
で
、
社
長
は
97
年
に
国
際

大
経
営
情
報
学
部
を
卒
業
し
た
北
野
晃
市
さ
ん
。

北
野
さ
ん
の
父
晟（
あ
き
ら
）さ
ん（
65
）が
会
長
を

務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
つ
る
し
雛
協
会
」
が

３
年
が
か
り
で
構
想
を
温
め
、
京
佑
が
中
核
に
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
て
作
り
上
げ
た
。

　

つ
る
し
雛
は
、布
で
作
っ
た
鶴
や
亀
、う
さ
ぎ
、

梅
の
花
、
お
ひ
な
さ
ま
な
ど
１
０
８
種
類
。
十
日

町
市
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
京
佑
の
店
が
越
後
湯

沢
に
あ
り
、
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
た
め
で
、
こ

の
巨
大
な
作
品
は
「
幸
せ
を
呼
ぶ
傘
つ
る
し
雛
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
生
ま
れ
で
、
男
３
兄
弟
の
長
男
の
北
野
さ

ん
は
、「
思
い
つ
い
た
ら
実
行
す
る
」
タ
イ
プ
。
千

葉
県
の
高
校
２
年
の
時
に
、「
人
と
違
っ
た
こ
と
が

し
た
く
て
」
国
際
交
流
ビ
ザ
を
取
り
、
ア
メ
リ
カ
・

オ
レ
ゴ
ン
州
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
留
学
、
カ
レ
ッ
ジ

に
も
１
年
通
っ
て
帰
国
。
93
年
に
国
際
大
に
入
学

し
た
。「
関
西
に
行
き
た
か
っ
た
」
こ
と
と
、
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
が
、「
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ

ジ
に
似
て
い
た
」の
で
、
選
ん
だ
。
経
営
学
の
相
葉

宏
二
助
教
授
（
現
早
稲
田
大
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

教
授
）
に
出
会
い
、
仲
間
と
と
も
に
先
生
を
囲
む
勉

強
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
よ
く
議
論
し
た
。
今
も

当
時
の
仲
間
と
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
い
る
。

　

卒
業
し
た
年
の
秋
、
東
京
都
江
東
区
に
で
き
た

サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
亀
戸
に
京
佑
が
店
を
出
し
、
店

長
に
な
っ
た
。
店
舗
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
広
告
代
理

店
、
テ
ナ
ン
ト
開
発
な
ど
の
リ
ー
シ
ン
グ
業
界
に

携
わ
っ
た
後
だ
っ
た
。

　

京
佑
の
商
品
は
、
日
本
の
伝
統
技
法
の
注
染

（
ち
ゅ
う
せ
ん
）
手
ぬ
ぐ
い
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
縮
緬

で
作
っ
た
風
呂
敷
な
ど
の
和
小
物
、
今
治
の
タ
オ

ル
、
葛
飾
の
ブ
リ
キ
な
ど
を
現
代
に
蘇
ら
せ
て
い

る
。
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
用
途
を
考
え
、
外
国
で

も
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。
足
袋
ソ
ッ

ク
ス
な
ど
は
、
英
、
仏
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で

も
人
気
だ
。
伝
統
工
芸
を
大
切
に
し
、
日
本
の
良
さ

を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
通
り

O
ffi

ce W
aD

a

代
表 

和
田
　
浩
子

枚方キャンパス
守口キャンパス

第 26 回奥田メモリアルフェスティバル

「─初めての方でも楽しめる─
上方伝統芸能ナイト」 11/15
地域の方々など約 700 人を招待し、敷居
が高く感じられる伝統芸能（講談、落語、
狂言、能）をハイライトで上演し、お楽
しみいただいた。

学園

大和田
高校

学園

一
遍
な
商
品
で
な
く
、「
や
ば
い
や
つ
、
い
け
て
る

や
つ
」
を
作
り
た
い
、
と
い
う
。

　

ギ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
も
、
東
日
本
大
震
災
や
豪
雨

災
害
な
ど
天
災
や
事
件
を
振
り
払
い
、
日
本
の
元

気
さ
を
世
界
に
発
信
す
る
狙
い
で
も
あ
っ
た
。

　
「
世
界
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
使
っ

て
も
ら
い
た
い
。
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
力

に
も
な
り
た
い
」。
同
じ
国
際
大
を
卒
業
し
２
つ

下
の
妻
美
輝
子
さ
ん
と
の
間
に
６
歳
と
３
歳
の
男

の
子
。
毎
日
帰
宅
が
10
時
を
過
ぎ
る
。
時
間
が
あ

れ
ば
、
子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
時
間
を
で
き
る
だ

け
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
パ
パ
だ
。「
学
生
時
代

に
も
っ
と
勉
強
し
て
お
き
た
か
っ
た
」。
そ
の
言

葉
を
今
の
後
輩
た
ち
に
送
り
た
い
と
い
う
。

　

大
学
・
短
大
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
・
キ
ャ
プ
テ
ン
グ
ロ
ー

ビ
ー
と
チ
ャ
ー
ミ
ィ
ジ
ェ
ン
ヌ
の

グ
ッ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
が
枚
方
・
守
口

両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
で
き
ま
し
た
。
枚

方
は
コ
ン
ビ
ニ
内
、
守
口
は
紀
伊
國

屋
書
店
内
で
、
マ
グ
カ
ッ
プ
や
文

具
、
タ
オ
ル
な
ど
を
販
売
中
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。


